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　お盆休みも折り返しとなった、八月中旬。

　三み嶋しま美み紅くと夫の彰あき史ふみは、段ボール箱から出した冬服をウォークインクローゼットに片付けていた。

　新居であるこの４ＬＤＫの家に引っ越してきたのは、八月初旬のこと。

　すでに半月が過ぎつつあるが、まだ荷解きしていない段ボール箱がいくつか残っている。

　先に夏服を出して以降、ウォークインクローゼットの片付けはすっかり後回しになっていたのだ。

　リビングや互いの自室、寝室の片付けを優先したため、お盆休みも半分が過ぎたところでようやく冬服にまで手が回るようになったとも言える。

「そのコート、結婚した頃に買ったやつだね」

「うん、デートした時に彰史さんが買ってくれたコートだよ。私が大人っぽいデザインの方がいいかなって悩んでたら、彰史さんがこれを勧めてくれたの」

「なんだか懐かしいね」

「そうだね」

　結婚間もない頃の思い出話に、懐古感を滲ませた笑みを零し合う。

　あれからまだ三年ほどしか経っていないのに、なんだか随分と前のことのように感じられた。

　二時間ほどかけてふたり分の服の片付けを終え、休憩するためにリビングに行った。

　ピカピカのペニンシュラタイプのキッチンでアイスティーを準備し、引っ越しに合わせて購入したソファーに肩を並べる。

「なんとか片付いたね」

「うん。お盆休み中に片付けられてよかったよ」

「ずっと段ボールに囲まれていたし、あのままだと新居なのに台無しだった」

「確かに……。倉庫みたいだったもんね」

　美紅が頷きながら苦笑を漏らす。

　この二週間、必要なものから順番に片付けていたが、ふたり分とはいえ思うように捗らなかった。

　彰史は相変わらず仕事が忙しく、平日の帰宅は遅い日も多い。

　美紅もフルールの二号店がオープンしたばかりのため、以前までは週三日だったパートが最近は平日五日間のシフトに入っている。

　これは店が落ち着けば元に戻る予定だが、引っ越しと二号店のオープンから間もないタイミングが重なり、荷解きがなかなか進まなかった。

　どちらのせいでもないものの、せっかく打ち合わせを重ねて造り上げた注文住宅だというのに、なんだかリラックスできなかった気がする。

　けれど、それも今日で終わるだろう。

　廊下の一角には畳んだ段ボール箱が置いてあるが、それ以外はすっきりとさせることができたし、今後は思う存分寛げそうだ。

「ようやく両親たちを招待できるね」

「ああ、そうだね」

「みんな楽しみにしてくれてるから、できるだけ早く声をかけた方がいいよね。彰史さんはいつがいい？」

「とりあえず、お盆明けの仕事が落ち着いてからかな。美紅も今は週五でパートがあるし、ここ最近の週末はずっと片付けに追われていたから、少しゆっくりしてから誘えばいいよ」

　互いの両親、彰史の同僚、そして美紅の友人。

　それぞれ別日に招待する予定のため、準備のことを考えると大変かもしれない。それでも、ようやく新居に招待できるのは楽しみだった。

「両親たちは同じ日でいいんじゃないか。きっとその方が喜ぶだろう」

「じゃあ、調整して同じ日に来てもらうことにしようか。お義兄さんはどうかな？」

「兄貴は仕事が忙しいだろうけど、日程が決まったら一応伝えておくよ」

　ふたりで話し合い、まずは両親たち、次いで彼の同僚、最後に美紅の友人に声をかけることにした。

「楽しみだなぁ」

　美紅の頭の中は、みんなをどんな風にもてなそうか……ということでいっぱいだった。

　ケータリングをしたりテイクアウトをしたりするのはもちろん、腕によりをかけて手料理を振る舞ってもいいかもしれない。

　スイーツは近所のパティスリーを数軒チェックしている。

　フルールで買ったり手作りしたりするのも候補にあるが、あえて新しい店を開拓するために順番に回ってみるのも楽しいだろう。

　考えれば考えるほどワクワクしてきた。

「でも、初めて紹介し合う人もいるし、ちょっと緊張しそう。私、いい奥さんだと思ってもらえるように頑張るね」

「そこはお互い様だよ。でも、俺は特に心配はしてないかな」

「え？」

「美紅は充分いい奥さんだし、俺の自慢の妻だから」

　にっこりと笑う彰史に、美紅もつられたように頬を綻ばせる。

　喜びと面映ゆさが隠せない。

　二重瞼のアーモンドアイを伏せて照れくさそうにしていた美紅は、おずおずと彼を見上げた。

「私にとっても、彰史さんは自慢の旦那様だよ」

　彰史が瞳をたわませ、愛おしげに美紅を見つめる。

　そのまま顔を近づけてきた彼に応えるように、美紅は瞼をそっと閉じた。

　唇が重なり、触れるだけのキスを交わす。互いの体温を微かに感じ、心の中が温かくなる。

　一度顔を離したのに、視線が絡むとすぐにどちらからともなく唇を奪いにいった。

　角度を変え、何度かくちづけを繰り返し、不意に彰史が美紅の唇を啄んだ。

　まるで戯れるように、内緒話をするみたいに。優しく、時に悪戯に力を込め、けれど決して痛くはない強さで食まれている。

　美紅は次第に夢中になっていき、しばらくして唇が離れるとうっとりとした瞳で物足りないと訴えるように彼を見つめた。

「もっと欲しいって顔だね」

「うん……。欲しい……」

「随分と素直におねだりしてくれるようになったね」

　可愛い、と呟いた彰史が再び美紅のぷっくりとした唇を塞ぐ。美紅が喜びを感じるや否や、口内に舌が侵入してきた。

「んっ……！」

　すぐに彼の舌を受け入れ、ねっとりと絡ませ合う。

　甘い蜜欲を孕んだキスは、あっという間に体温を高めていく。

　もっと深く、もっと激しく……。そんな欲がうずうずと芽生え始めると、美紅は彰史の胸元をキュッと握った。

「ここがいい？　それとも、ベッドでじっくり愛し合う？」

「……ベッドがいい」

　美紅が答えを口にした直後、彼が「いいよ」と目を眇めて美紅を抱き上げる。

　彰史は、二階にある寝室まで軽々と美紅を運ぶと、新調したばかりのダブルベッドに美紅を下ろした。

「ちょっと緊張するかも……」

　おずおずと零した美紅に、彼がふっと口角を上げる。

　引っ越しという大きな生活の変化の中、忙しさによる疲労感に負けて、ここ最近は抱き合う機会がなかった。

　そのせいか、なんだか普段よりもドキドキしている。

「緊張なんて、きっとすぐに忘れるよ」

「んっ……」

　低く囁いた彰史の言葉が、美紅の鼓膜をくすぐる。

　一拍置いて、ふたりは惹かれ合うように唇を重ねた。

　胸元まで伸びた美紅のダークブラウンの髪を、彼が優しく労わるように撫でる。その心地好さに、早くも美紅の中にあった緊張感が和らいでいった。

　キスは徐々に深さを増し、それに比例するように激しくなっていく。

　美紅が吐息を零せば、彰史の手がくすみピンクのサマーニットを捲り、たわわに実った膨らみに触れた。

　呼吸の合間に悩ましげな声が混じり、骨ばった手が美紅の弱点を探り出す。

　絡んでいた唇が解けたかと思うと、白亜のレースが施されたブラのホックが外され、豊満な双丘の先端に舌が伸びてきた。

「ッ、ぁっ……」

　甘い刺激に腰が震え、つい彼の頭を抱いた。

　彰史の髪はサラサラとしていて、触り心地が好い。

　耳回りと襟足をすっきりとさせたソフトツーブロックスタイルは、黒に限りなく近いアッシュカラーとともに彼によく似合っている。斜め分けの前髪から覗く二重瞼の目に見つめられるだけで、いつもドキドキさせられてしまう。

　意志の強そうな眉からは精悍さが漂い、少し彫りが深い整った鼻梁には惚れ惚れする。

　長いまつ毛も、シャープな顎も、美紅の目にはいつだって魅力的に映っていた。

　甘い愛撫の合間に視線が交われば、鼓動が勝手に高鳴る。

　気づけば一糸纏わぬ姿だった美紅は、彼の服を剥ぎながら肌に触れた。

　長い手足に、隆起した胸筋、そして綺麗なシックスパックの腹部。

　彰史は一見すると爽やかで優しそうな雰囲気なのに、その体躯は男性らしく均整の取れた筋肉がついている。

　今は汗で肌が濡れているため、色香がいっそう増していた。

　なんとも淫靡な光景に心も身体も疼き、美紅の中から愛欲が溢れ出す。

　彼の手や舌によって高められていた肢体は、いつでも愛する人の欲望を受け入れられる準備が整っていた。

　視線を搦めるように見つめ合い、言葉もなくキスを交わせば、まるでそれが合図になる。

　直後、彰史の熱が美紅の下肢を貫いた──。
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　まだ夏の暑さが残る中、暦は九月に入った。

　第一日曜日の今日は、ようやく互いの両親を家に招待することができた。

「これ、すごくおいしい。美紅ちゃんの手作りなんてすごいわね」

　ローストビーフを口に運んだ彰史の母の敏とし恵えが、感嘆した様子で美紅を見た。

「母に教わったんです」

「あら、直なお美みさんのレシピなの？　私も教えてもらいたいわ」

「じゃあ、あとでお教えしますね。といっても、自己流のレシピなので適当なところもあるんですけど……。美紅にも調味料は目分量で教えましたし」

　美紅と彰史、そして互いの両親の六人でダイニングテーブルを囲む中、女性たちが料理について和気藹々と話している。

　敏恵と直美は、今ではお茶や観劇を一緒に楽しむ仲だ。互いの連絡先も知っており、親戚というよりも友人のような付き合いをしていた。

「彰史は幸せ者だな。こんなにおいしい料理を作ってもらえるなんて」

「いやいや、美紅こそ彰史くんのような人と結婚できて幸せですよ」

　父親同士は酒が進み、いつも以上に饒舌である。

　彰史も楽しそうにしており、美紅も笑顔が絶えなかった。

「それにしても、本当に素敵なお家ね。キッチンなんてテレビで観るようなおしゃれな造りだし、リビングも吹き抜けだとやっぱり広く感じるわね」

　敏恵の意見に、美紅と彰史が頷く。

「リビングは彰史さんが特にこだわったんです。私は吹き抜けにするのは反対だったんですけど、今はこれでよかったと思います。部屋が明るいですし、解放感もありますし」

　美紅と彰史の意見が分かれた時、ハウスメーカーの担当者が折衷案としてリビングの半分を吹き抜けにすることを提案してくれたのだが、結果的にはそれが功を奏した。

　吹き抜けの真下にダイニングテーブルを置いたため、夜以外は自然光で料理がおいしそうに見える。それに、広々と感じられ、まるでレストランにいるような気分になれた。

　４ＬＤＫのうち、一階には客間として和室を造り、二階の三部屋は夫婦の寝室とそれぞれの自室がある。

　寝室以外の二部屋は、いずれ子ども部屋にすることを視野に入れている。

　バスルームにはハウスメーカーで人気だと聞いたバスタブを選び、洗面台はスタイリッシュな黒にした。

　できるだけ広くしたベランダに、小さいながらも庭だってある。庭では、そのうち花や野菜を育てたいと考えていた。

「お義父さんがミヤマハウスを紹介してくださったおかげです。ありがとうございます」

「ふたりの役に立てたなら嬉しいよ」

　彰史の父──信のぶ夫おが、目尻を下げる。

　三嶋家は、次男の彰史と長男の幸ゆき史ふみのふたり兄弟のため、彰史の両親は美紅のことをとても可愛がってくれている。

　残念ながら、今日は幸史は来られなかったが、ふたりからは彼から預かったという新築祝いを渡され、それとは別に美紅用のスイーツまでもらった。

　義両親だけではなく、義兄にまで大切にされている美紅は素直に感謝し、そんな娘を見る美紅の父の隆たかしと直美も嬉しそうにしていた。

　一方、美紅は一人娘のため、美紅の両親も彰史を本当の息子のように思い、大切にしている。

「これからはいつでも遊びに来てくださいね。客間もありますからお泊まりも大歓迎です。もちろん、お母さんたちも」

「嬉しいわ。家が近いから泊まる機会はそうないでしょうけど。ありがとう、美紅ちゃん」

「あら、そう言わずに泊まらせてもらいましょうよ。いっそ、女性だけで過ごすのも楽しそうですし」

「ふふっ、旅行みたいでいいですね」

「すっごく楽しそう！」

　直美からの突然の女子会の提案に、敏恵と美紅の声が重なった。

「たまには家事も放棄して、おいしいものを買ってきて……スイーツなんかも用意して。私たちはお酒よりも甘いものの方がいいですし」

「はい！　男性陣には申し訳ないですけど、旅行気分になれそうです」

　敏恵がワクワクしたように話せば、美紅も楽しそうに話に乗る。

　男性陣は苦笑しつつも、笑顔の妻たちを見守っていた。




　その翌週の土曜日は、彰史の同僚六人を招待した。

　結婚式に出席してくれた人もいれば、初対面の人もいる。

　美紅は、腕によりをかけた料理でもてなし、手土産でもらったワインを開けた。

　テーブルにはローストビーフをメインに、彩り豊かなサラダやカルパッチョ、ブルスケッタやアヒージョが並んでいる。

　メインはピザとパスタにし、ピザは近所のイタリアンレストランから配達してもらった。

「奥様、お皿を数枚お借りできますか」

「あ、はい。すぐにお出ししますね」

　お皿やコップは余分に出していたが、八人もいればすぐに足りなくなる。

　キッチンに氷を取りに来ていた美紅は、急いでお気に入りのお皿を数枚取り出した。

「すみません、大勢で押しかけてしまって」

　声をかけてきたのは、楢なら崎さき衣え梨り奈なという女性だった。

　今は彰史とは部署が違うそうだが、もともと派遣社員として彰史の職場である『シブサワ堂』に来ていた彼女は、同僚の優ゆう大だいと結婚しているそうで、今日は夫婦で訪問してくれた。

　他の四人は、美紅たちの結婚式に出席した彰史の同期ばかり。

　だが、衣梨奈は彰史の元部下で、雄大は現在も彰史と同じ部署にいるものの、美紅たちの結婚後に一緒に働くようになったのだとか。

　ふたりの名前は彰史から時々聞いていたため、美紅はこうして会えたことを嬉しく思っていた。

「いいえ、賑やかで楽しいですし、こうしてみなさんに来ていただけて嬉しいです。お休みの日なのに遊びに来てくださって、ありがとうございます」

　衣梨奈は、美紅と同年代くらいだろう。

　綺麗な二重瞼の瞳が印象的で、ダークブラウンのミディアムヘアや服装からは清楚で控えめな感じがする。どちらかと言えば童顔気味だからか、少しだけ親近感を覚えた。

　雄大は、意志の強そうな眉とスッと通った鼻梁が目立つが、奥二重の瞼は笑うと柔らかい印象を受ける。

　身長が一七五センチの彰史よりも少し背が高く、外見からはモテそうな雰囲気があるが、衣梨奈を見る眼差しがとても優しくて相思相愛なのが見て取れた。

　彰史から話には聞いていたが、とてもお似合いの夫婦である。

　美紅が衣梨奈にお皿を渡すと、彼女は一度リビングに行き、すぐに戻ってきた。

「もしよろしければ、なにかお手伝いさせてください」

「え？　でも……」

「向こうは男性同士で盛り上がってるので」

　美紅に気を使わせないためか、衣梨奈がどこか自嘲っぽい笑みを浮かべる。少し悩んだが、美紅は彼女の思いやりを受け取ることにした。

「あの……」

　焼き菓子を準備しながら控えめに切り出せば、柔らかい笑顔を返された。

「はい？」

「夫って、会社ではどんな感じですか？」

　今日招待した中で、女性は衣梨奈だけ。

　盛り上がっている男性陣に水を差したくないのもあるが、こういうことを尋ねやすいのはやっぱり同性である彼女だったのだ。

「三嶋課長は仕事ができて部下思いですし、細かいところにもよく気づいてくださいます。部下からは尊敬されてますし、課長を悪く言う人を聞いたことがありません」

　夫を褒めてもらえるのはとても嬉しい。わずかなくすぐったさもあったが、もっとたくさん話を聞きたいと思ってしまう。

「実は、私が正社員になれたのは、三嶋課長が試験を受けることを勧めてくださったおかげなんです」

「そうなんですか？」

　ついつい食い入るようにして、衣梨奈を真っ直ぐ見つめてしまった。

「はい。三嶋課長が声をかけてくださったからこそ、ずっと派遣だった私が正社員になれました。おかげさまで、産休と育休ももらえることになったので本当に感謝しかありません」

「産休と育休って……えっ？　もしかして……」

「ええ、もうすぐ五ヶ月なんです。まだ安定期には入ってないんですが、会社に迷惑かけるといけないので、先日お互いの上司にだけは報告させていただいて……」

　その言葉を聞き、美紅は大きくなりそうだった声のボリュームを落とすことを意識する。

「おめでとうございます」

　ワイングラスを片手に和気藹々と談笑する男性たちに聞こえないように祝えば、彼女が幸せいっぱいの笑顔になった。

（赤ちゃんかぁ）

　美紅の友人でもすでに母親になっている人はいるが、高校時代からの親友の船ふね瀬せ麻ま紀きや彼女と介して知り合った仲良しの玉たま木き千ち佳かにはまだ子どもがいない。

　美紅自身は特に今すぐの妊娠を希望しているわけではないものの、こうして妊婦を前にするとやっぱり羨ましさもあった。

　彰史とは結婚して三年が経とうとしているが、新婚当時よりも仲が深まっており、もっとふたりきりで過ごしていたい気持ちもある。

　一方、少しずつ子どもについて話し合うことも増えていた。

　年齢的なことを考えれば、互いに早過ぎるということはない。結婚三年ということと先を見据えれば、むしろそろそろ……と思うくらいだ。

　そんなことを考えながらも衣梨奈の体調を気遣えば、彼女は「今のところ、つわりは軽いので大丈夫です」と穏やかに笑った。

　その柔和な表情からは、母性が滲み出ていた。




　さらに翌週の土曜日には、麻紀と千佳を招待した。

　麻紀は結婚式に参列してくれたが、千佳とは結婚後に知り合ったため、彰史と千佳は初対面である。しかし、コミュニケーション能力の高いふたりはすぐに打ち解けた。

　二時間ほど和気藹々と過ごしていたが、彼が席を外すことになった。

　麻紀と千佳がゆっくりできるように……と、予め彰史が外出することを提案してくれていたのだ。

　美紅の友人とも会ってくれるが、気遣いもしてくれる彼は、本当にいい夫だと思う。

「ゆっくりしていってください」

　そう言い残した彰史が出掛けていくと、麻紀と千佳の肩の力が抜けたようにも見えた。

「あ、パウンドケーキ食べない？」

「食べる！」

「ありがとうございます」

　麻紀と千佳が声を揃えたため、美紅は昨夜焼いておいたウィークエンドシトロンを切り分け、アイスティーを準備した。

　すでに満腹だったはずなのに、楽しい会話とともにフォークも進む。

　話は、それぞれの仕事や日常のことから、新婚の麻紀と千佳の結婚生活のことまで、とにかく尽きない。三人の都合がつかずに久しぶりに会えたことも、拍車をかけていた。

「そういえばさ、ふたりは子どものこととか考えてる？」

　不意に切り出した麻紀は、どこか悩んでいるようにも見えた。

　妊娠や出産というのはデリケートな話題であり、彼女がこういったセンシティブなことに突っ込むのは珍しい。

　麻紀は、サバサバとした性格であけすけなところもある。けれど、傷つきやすい話題を口にすることは滅多にないのだ。

　麻紀の後輩という立場のせいか、わずかに戸惑っている様子だった千佳の代わりに美紅が口を開く。

「急にどうしたの？」

「うーん……。旦那……正まさ弘ひろが『子どもが欲しい』って言い出したんだよね」

「そうなんだ」

「私もいずれは……って思ってるけど、今はまだ考えられないからちょっと不穏な空気になっちゃって」

　麻紀は、ランジェリーショップ『Ｈｏｎｅｙハニー　Ｄｒｏｐドロップ』の表参道店で副店長として勤めている。サービス業という職種の上、副店長ともなれば多忙なのは間違いない。

「正直、店長になるために頑張ってるし、あと数年は仕事に比重を置きたいんだよね。うちは産休も育休も取れるけど、妊娠したら昇格試験を受けるタイミングが遅れるし……」

　もともと仕事に邁進していたこともあり、彼女は妊娠と出産のタイミングには慎重になっているようだった。

「確かに、うちは福利厚生がしっかりしてますけど、だからといって妊娠してもキャリアに影響しないわけじゃないですもんね。体調や状況によっては育休後に必ず復帰できるとは限らないし、復帰後は出産前みたいに働けなくなる可能性もありますし」

　ハニードロップは、女性向けのランジェリーブランドであるため、店舗スタッフは九割が女性だという。

　産休も育休もきちんと取れる反面、女性ばかりの職場環境だからこそ産後の働き方に悩むスタッフが多く、正社員からパートになる人も少なくはないのだとか。

「そうだよねぇ……。正弘もそのあたりは理解してくれてるんだけど、もし妊活してすぐにできなかったら……って思ってるみたい」

　なんでも、麻紀の夫である正弘の姉夫婦が、二年ほど不妊治療をしていたらしい。

　白黒はっきりしている彼女だが、浮かない表情をしているのはそういった面も頭を悩ませる要因だからなのだろう。

「お義姉さん夫婦を見てて色々と思うところもあるんだろうし、私だって子どもは欲しいから気持ちはわかるんだけどさ……。日本でも男性の育休が浸透し始めたとはいっても産むのは女だし、育てるのだってだいたいは女が中心になるわけじゃない？」

「そうですよね。私は本社勤務を目指してるので、それこそ麻紀さんみたいにしっかりキャリアを考えないといけないなぁ……」

「玉木マネージャーとは子どものこととか相談するの？」

「もちろん話しますよ。でも、秀しゅう人とさんは『千佳のキャリアを一番に考えよう』って言ってくれてます。上司っていう立場でもありますしね」

「同じ職場だと仕事への理解もあるだろうし、内情もよくわかってるもんね」

「むしろ、私より私のキャリアを考えてくれてる気がします」

「さすが玉木マネージャーだね。あの人らしいっていうか」

「ですよね。実は、私は店長まで昇格してから本社勤務を目指すつもりだったんですが、秀人さんは『来春から本社に行くつもりで試験を受けたらどうだ』って言ってくれてて……。目から鱗だったんですが、それもひとつの方法かなって」

　千佳の夫は、麻紀たちの店舗を担当しているエリアマネージャーだと聞いている。本社勤務でありながら現場を回るため、社内と現場の内情を熟知しているのだろう。

「私もその方がいいと思う。うちはありがたいことに人員不足とは無縁だし、店長まで目指す子がわりと多いでしょ」

「はい」

「千佳ちゃんでも店長になれるまでにはあと三年くらいは必要だろうし、そこから店長として勤務してそのあとで本社勤務って、きついんじゃないかな」

「ですよねぇ……。私、そこまで考えてなかったっていうか、現場で経験と実績を積むことを優先するべきだと思ってたんですけど……」

「私みたいに現場が好きで、ずっと現場にいたいなら店長を目指すことを優先していいと思うよ。でも、千佳ちゃんの場合は前から本社に行きたいって言ってたし、そっちでキャリアを積みたいなら早い方がいいんじゃない？」

「確かにそうですね。やっぱり来年の春を目指してみようかな。でも、それだと今年の十二月に試験を受けなきゃいけないので、ちょっと自信がなくて……」

「やるだけやってみれば？　落ちてもまた受けられるし、受かればラッキーってことで」

　麻紀の言葉に頷く千佳を見ながら、美紅は自分の環境が〝妊活〟という意味では恵まれているのではないかと気づく。

　子どもを授かれるかどうかは別にして、仕事はパートだし、キャリア形成など無縁だ。

　彰史は専業主婦でもいいと言ってくれているため、もし不妊治療をすることになったとしても正社員で働く女性たちよりはずっと治療に集中できるだろう。

　今後、夫婦だけで生きていくことも視野に入れた上で彼と話し合ってきたが、彼女たちのような悩み方をしたことはなかった。

「美紅は？」

　麻紀から話を振られ、美紅は微笑を浮かべる。

「私はお見合い結婚だったし、彰史さんと相談してまずは夫婦の時間を優先してきたけど、前よりは考えるようになったかな」

「もうすぐ結婚して三年だもんね」

　小さく頷きながら、結婚当初を思い出して懐かしい気持ちになる。

　もともと、彰史は美紅の父である隆の部下だった。

　シブサワ堂で専務を務める隆が彼を気に入ったことで実家に招待するようになり、そこで美紅との仲が深まっていった。

　とはいっても、美紅は一度振られている。

　のちに、隆が画策したお見合いで彰史と再会し、その場で彼からプロポーズをされて四ヶ月後には入籍と挙式をするという、いわゆるスピード婚だった。

　恋人という関係性をすっ飛ばして、婚約者へ。そして、そのあとすぐに籍を入れたため、彰史と相談した上でしばらくは夫婦ふたりだけで過ごすことに決めた。

　けれど、三度目の結婚記念日を目途に妊活をしようということはすでに話し合っていて、その日は来月に迫っていた。

「焦ってるわけじゃないけど、そろそろかなって気持ちはあるよ」

「でも、美紅もフルールの二号店に移って忙しいんでしょ？」

　引っ越しのことがあり、美紅は最初に働いていたカフェでの勤務が不便になることから、今後の働き方に悩んでいた。

　それを店長である名な村むら瞳ひとみに相談したところ、彼女から今年の六月にオープン予定だった二号店への異動を提案されたのだ。

　奇しくも、二号店は新居から通いやすい立地にある。

　今の仕事が好きな美紅にとってはありがたい申し出で、断る理由はひとつもなかった。

　ただし、オープン直後はスタッフの大半が新人ばかりで、美紅はパートとバイトスタッフのリーダーに任命されたため、とにかく大変ではあった。

　ずっと家庭を最優先に考えてきた美紅が、店長に頼まれて週五日の勤務を請け負うことにしたのも店が回っていないと感じたからだ。

　それもあと半月ほどの予定ではあるが、週三日だったシフトが平日毎日になり、引っ越しも重なっていたこともあって、まずは今の生活に慣れるので精一杯だった。

　そして、ようやく落ち着いてきたところである。

　本店である一号店から来ていたスタッフが先週であちらに戻ったが、オープンから三ヶ月が経ったことでスタッフの動きが随分とよくなり、仕事はきちんと回っている。

　このまま順調にいけば、来月中旬には以前のような生活に戻れるだろう。

「うん。ただ、忙しいのはあと少しだし、それを乗り切ればまた元のシフトに戻してもらう予定だから。もちろん、代わりに出たりもするだろうけど、今よりは余裕ができると思う」

「そっか。じゃあ、また前みたいに会えそうね」

「うん。やっとまた女子会が復活できそうだよ」

「嬉しいです！　こうやって三人で会うの、本当に楽しいので」

　笑顔になった麻紀の言葉に頷けば、千佳も嬉しそうにした。

　週五日のシフト勤務の三人で予定を合わせるのは難しく、この三ヶ月は一度も女子会ができていなかった。

　そういう余裕もまたできると思うと、とても楽しみである。

「妊活の件は、もっと正弘と相談してみるよ。こればかりはパートナーと話し合っていくしかないしね」

「そうだね」

「私も、そういうのも踏まえて秀人さんと話し合ってみます」

　互いに頷き合い、氷が溶けたアイスティーで一息つく。

　その後、話題は次に行きたい店のことへと移り、三人ともすぐに普段通りの明るい笑顔に戻った。
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　秋が深まった十月下旬。

　二十七日の今日は、三度目の結婚記念日だった。

　平日のため、カレンダー通りに出勤する彰史はもちろん、美紅もパートだったが、夕食はふたりでゆっくり食べようと話している。

　ただ、珍しく残業になった美紅の帰宅が遅くなったことにより、手料理ではなくデパ地下でデリカを購入することになった。

（せめて、彰史さんが好きなローストビーフとロールキャベツだけでも作りたかったなぁ）

　昨夜も残業で帰宅が遅くなり、今夜の夕食の支度までする気力がなかった。

　今朝もバタバタと出勤したせいで、最低限の家事を済ませるだけで精一杯だった。

　記念日には毎回張り切っていたが、今回初めてきちんと準備ができないまま迎えてしまったのだ。

　もっとも、彼はこんなことで不平不満を言うような夫ではない。

　むしろ、残業だと連絡をすると、彰史自ら買い物をして帰ることを提案してくれた。

　さすがに帰宅時間が遅い彼に頼むことはなかったが、その気遣いをありがたく思う。

　反面、理想と違った記念日になってしまったことに落胆したが、気を落とさないようにデパートに立ち寄ってから帰宅した。

　彰史が帰ってくるまではまだ一時間以上はあると読み、急いでお風呂に入る。

　全身に塗り込んだボディミルクのバニラの香りを感じながら、ハニードロップで購入した下着とサテン生地のルームウェアを身に纏った。ルームウェアは、くすみラベンダーにカスミソウのような白い小花が描かれたデザインで、新調したばかりだ。

　一息つく暇もなく髪をひとつに結んでキッチンに行き、エプロンをつけた。

　買ってきたオードブルをお皿に移し替え、フルーツを飾り切りにする。

　凝ったことはできないが、ネットを見れば簡単な技術が公開されているため、あまり手間暇をかけなくても見栄えがよさそうな切り方ができる。

　いちご、キウイフルーツ、オレンジ、パイナップル、ピオーネ、マスカット。六種類のフルーツを丁寧に並べれば、彩り豊かなフルーツ盛りが出来上がった。

　それを冷蔵庫に入れたところで、玄関のドアが開く音がした。

「ただいま」

「おかえりなさい」

　帰宅した彰史を玄関先で出迎え、いつも通りキスを交わす。

「ご飯とお風呂、どっちを先にする？」

「せっかくの記念日だし、あとで少しでもゆっくりできるように先にお風呂にするよ」

　バスルームに行く彼を見送り、かぼちゃのポタージュを作る傍ら、無花果と生ハムのブルスケッタも用意する。

　メインらしいものはオードブルの中に入っているローストビーフくらいだが、キッシュやエビのマリネなど、合わせて九品も入っているものを選んだ。ポタージュとブルスケッタ、デザートのフルーツも合わせれば、品数は充分だろう。

　そうこうしているうちに、お風呂から上がった彰史がリビングに顔を覗かせた。

「おいしそうだね」

「出来合いだけど、味は間違いないよ。いつものデパ地下で買ってきたから」

　美紅たちには、たまに利用するデパートがある。

　服や日用品を買うことは滅多にないが、手土産なんかを購入する時に足を運ぶとついでに自宅用にもなにかしら購入し、時にはこんな風にデリカをテーブルに並べるのだ。

「それはわかっているけど、俺は美紅の手料理が一番好きだよ」

　褒め過ぎだな、と思う。

　デパ地下で購入したものの方がおいしいし、おしゃれで見栄えもいい。

　それでも、彼の言葉が嬉しかった。

「明日の晩ご飯はちょっと豪華にするね」

「楽しみだな。その代わり、週末の昼食は俺が作るよ。なにかリクエストはある？」

「うーん、迷うなぁ。彰史さんの料理はどれもおいしいし」

　彰史は、忙しくても家事を率先してくれるし、週末には三食作ってくれることもある。

　一人暮らしが長いことと元来の器用さもあってか、彼の料理はどれもとてもおいしい。

　パスタやオムライスなどの洋食だけじゃなく、煮物やぶりの照り焼きのような和食も絶品だった。

「リクエストは当日の朝まで受け付けるから、ゆっくり考えてくれていいよ。ただ、夜は外食するし、昼は軽めにしておこう」

「うん」

　笑顔で頷いた美紅は、週末のことを考えてワクワクしてしまう。

　今日が平日で、彰史はもともと帰宅が遅くなりそうだったため、結婚記念日のお祝いは今週末にしようと話していたのだ。

　彼がすでに予約してくれている店は、美紅がずっと気になっていたフレンチレストランということもあって、楽しみで仕方がなかった。

「週末がすごく楽しみだなぁ」

「ああ。でも、まずは今夜のご飯だね。さすがにお腹が減ったし」

「私もお腹ペコペコだよ」

　ふたりは顔を突き合わせて笑い、シャンパンで乾杯をした。




　寝室に移動したのは、それから二時間近くが経った頃のことだった。

　遅い時間からの夕食だったため、もうすぐ日付が変わろうとしている。

　先にベッドに腰掛けた彰史を見ながら、美紅はなんとなく落ち着かなかった。そのせいか、彼のもとになかなか足が進まない。

（今日って、するのかな……？）

　これまで、記念日には必ず身体を重ねてきた。

　しかし、夏前からは互いに仕事が忙しくなり、引っ越しや新居のお披露目が重なってゆっくりする時間が減った。

　そのため、セックスは週末に余裕がある時だけ……なんてことも増えた。

　結婚当初からは考えられないが、生活の変化に伴って睡眠欲に負けがちだったのだ。

　ここ最近はもっと機会がなくなり、新居に移ってからの情交はまだそう多くはなかった。

　そんなわけで、今の美紅の思考は〝今夜はどうするのか〟ということでいっぱいである。

　欲とは別に、彰史とイチャイチャしたいという思いは強い。

　一方、お盆明けからは落ち着いていたはずの仕事が最近また忙しくなった彼の体調面を考えれば、今夜はこのまま眠って週末にゆっくりする方が……とも脳裏に過る。

「美紅」

「っ……はい！」

「そんなに驚かせた？」

　勢い余った返事をした上に、肩が小さく跳ねた。

　彰史がそのことになにも感じないはずがなく、怪訝な表情を向けてくる。

「えっと……ちょっと考え事してて……」

「……なに考えていたか、当ててみようか？」

「え？」

「今夜はセックスするのか……とか？」

　クスッと笑った彼を前に、頬がかあっと熱くなる。

「ちっ……」

「ああ、違った？」

　咄嗟に否定しようとしたが、眇めた目が美紅を逃がさない。

「違わない、かも……」

　視線をさまよわせながらも素直になれば、彰史がふっと瞳を緩めた。

「美紅のそういう素直なところ、すごく好きだよ」

　おいで、と甘い声で呼ばれる。

　一瞬だけたじろいだが、美紅の脚は彼の言葉に従順だった。

　ベッドの傍に行けば、彰史が美紅の手首を掴んで見上げてくる。真っ直ぐに向けられた視線に捕まると、鼓動が大きく高鳴った。

　彼への恋心を自覚したのは、もう何年も前のこと。

　結婚して三年。

　色々あったようで、あっという間の日々だった。

　けれど、初めて恋情を自覚した時から今日まで想いは絶えず膨らみ、今も些細なことでドキドキする。たとえば、こんな風に見つめられるだけでも……。

「どうしようかな」

　わざとらしいような悩ましげな声に、美紅の中にわずかな緊張感が走る。

「……じゃあ、こうしよう。美紅がしたいならするし、もう眠りたいならしない」

「えっ？」

「美紅はようやく週三日のシフトに戻ったばかりだし、最近まで大変だっただろう？　今日も残業だったから、少しでも早く眠った方がいいんじゃないかな」

　意地悪、と紡ごうとした唇を閉じる。

（ここでそう言っても、絶対に彰史さんには勝てないんだもんね……）

　心の中ではたじろいでいるのに、たまにはあっと言わせたい……なんて思ってしまう。

　結婚三周年を迎えたのだから、自分だって少しは成長したはず。

　そんな気持ちが美紅の頭に芽生え、わずかに視線を逸らしたあとで小首を傾げた。

「……今日の下着、彰史さんもお気に入りのやつだよ？」

　直後、彰史が意表を突かれたように目を見開き、すぐさま唇の端を持ち上げた。

「誘惑上手な奥さんだね」

　にっこりと微笑まれ、胸の奥がキュンと締めつけられる。その感覚に気を取られていると、掴まれていた手首を引っ張られた。

「きゃっ……！」

　そのままベッドに背中を預けた彼の上に美紅が乗る形で、ふたりの身体が重なった。

　驚く美紅の唇が塞がれる。わずかな隙間を狙うように舌を突っ込まれ、三秒もせずに舌が捕らえられた。

　舌先をくすぐられ、全体をねっとりと撫でられ、強引に搦め取られる。いつもはもっと戯れのようなくちづけから始まるのに、今夜の彼は最初から容赦がない。

　キスに翻弄される美紅の身体がくるりと反転すると、今度は彰史に覆い被さられるような体勢になった。

　心地好い重みと、慣れた感覚。安心感をくれる彼の体温もあいまって、美紅の胸の奥はキュンキュンとときめく。

　強引で容赦のないキスなのに、喜びが増していく。舌を強く吸い上げられると、下肢が密やかに戦慄いた。

「美紅」

　耳朶に彰史の息を感じ、背筋が粟立つ。優しく歯を立てて甘噛みされ、耳殻の形を確かめるように舐められた。

「今夜からは、つけずにするよ？」

　それがどういう意味か。ぼんやりとしていく思考で考えて、すぐに答えにたどりつく。

　以前から、三度目の結婚記念日を目途に妊活を意識しようと話し合っていた。本格的な妊活ではないが、子どもを持つことを考えよう──と。

　つまり、〝そういうこと〟だ。

「う、うん……」

　同意を込めた返答が微かに震える。一緒に漏れた吐息が、少しだけ熱かった。

　結婚して以来、避妊をしなかったことは何度かある。

　そう多くはないが、美紅の月経周期に合わせて妊娠する確率が低い日を主に、故意に避妊具を使用しなかった。

　しばらくは夫婦ふたりでの生活を満喫したいと話していたものの、もちろん妊娠の可能性がゼロではない以上、心づもりはあった。

　それは、彰史も同じだったはず。

　結果的にこれまでは妊娠することはなく、こうして今日を迎えたため、彼の中でもきちんと一歩を踏み出そうという思いがあるのだろう。

「つけずにするの、久しぶりだよね」

　耳を責められているさなかに囁かれ、いとも簡単に想像力が働いてしまう。

「美紅と直接繋がれるのが楽しみだな」

　なにも隔てずに重なる身体がどれほど気持ちいいのか。もう知っているからこそ、期待で胸の奥と身体が疼く。

　余計なことはどうでもよくなって、一刻も早く深くまで繋がりたくなった。

　けれど、それを自ら言うのは恥ずかしくて、代わりに彰史の頬に手を添えて唇を奪いにいく。すると、上唇を緩く啄まれ、そのまますぐに激しいものへと変化していった。

　結んだ唇から吐息が漏れると、唇の隙間から舌が侵入してくる。舌先で上顎をくすぐられ、歯列をなぞられ、舌が捕らえられる。

　いつも通りのキスなのに、互いに興奮しているせいか舌をきつく結んでしまう。まるで、呼吸ごと食い尽くすように激しさを増していった。

　彰史の手が細い肩を撫で下ろし、鎖骨へと向かう。ルームウェアのボタンを外す指先が下りていくたび、美紅は自身の心と身体が高揚するのがわかった。

　すべてのボタンが取り払われ、サテンの布が左右にはだけられる。たわわに実った双丘は、パステルピンクのブラに包まれていた。

「この下着、美紅によく似合っているよね」

　これを購入したのは、確か今年の夏前のこと。

　カップの部分には繊細な薔薇の刺繍とレースが施され、フリルのようなリボンを谷間で結ぶ仕組みになっている。

　彼に初めて見せた時には、『まるでプレゼントみたいだ』と言われた。

　ショーツは左右が紐になっていて、可愛いデザインとは裏腹にセクシーさもある。

　彰史はこの上下セットの下着を気に入ったようで、美紅は定期的に身につけていたのだが、夫婦の情事が減ったことによって彼に披露する機会はめっきり減っていた。

「彰史さんも気に入ってくれてるよね？」

「ああ。美紅はなにを着ていても可愛いが、こういうデザインのものが一番似合っているからね。もちろん、セクシーなやつも好きだけど」

「もう……」

　クスッと笑った彼に、美紅は恥じらいながらもつられてしまう。

　どちらからともなく顔を近づけ、触れるだけのキスを交わした。

　唇を重ねたまま、彰史の手が膨らみを撫でる。丸く張りのある形をたどるようにゆっくり、時には揉むようにして、じっくりと柔らかさを堪能している。

　じれったい触れ方のせいで、快感には程遠い。にもかかわらず、期待が膨らんでいく美紅の身体は正直で、布越しに微かに刺激されていた先端が疼き始めた。

「ここ、少しずつ硬くなってきたね」

　楽しげな声に羞恥を感じ、同時に下腹部がじんと疼く。

　彼は、プレゼントを開封するようにブラのリボンを解くと、背中に回した手で器用にホックを外し、ルームウェアごと下着を取り払った。

　豊満な乳房に、静かに主張し始めた蕾。悩ましいほど色っぽい身体が、彰史の眼前にさらされる。

　大きな手が柔らかな胸を揉みしだき、手のひらで突起をくすぐるように刺激された。

「んっ……！　ァッ、っ……」

　はっきりとした快感が芽生え始める。疼きが明確な欲へと変わり、もっと強い刺激を欲してしまう。

　吐息交じりの声が甘くなるまではあっという間で、美紅は彼に組み敷かれたままピクンッと身体を跳ねさせた。

　ゆったりと揉んでいた手に力が込められ、彰史の手の動きに合わせて双丘の形が変わる。

　目の前の淫靡な光景は、美紅の視覚を侵すようだった。

「あっ……！　もっと……」

「もう我慢できない？」

　揶揄されたような声音に、下肢がキュンキュンとすぼまる。

　早く、もっと、触れてほしい。

　そんな気持ちばかりが大きくなって、美紅は小さく頷いた。

「今日はいつにも増して積極的だね」

「だって……」

　ふたりにとっては久しぶりのセックスで、今夜からは避妊しなくて、彼とのキスや与えられる愛撫が気持ちよくて……。積み重なったそれらに興奮しないはずがない。

　美紅を見つめる彰史だって、余裕そうにしているが、瞳には獰猛な熱が灯っていた。

「うん、わかっているよ。俺だって、早く美紅のナカに入りたい」

　あけすけな言い方に、頬がボッと熱くなる。けれど、羞恥よりも期待が大きくなったのだから、どうしようもないのはどちらも同じだ。

「じゃあ、早く……しよ？」

　恥ずかしさよりも愛おしさが勝り、一瞬たじろぎながらも誘惑の言葉を紡いでいた。

　彰史がハッと息を吐き、艶めかしいほどの色香を孕んだ目を細める。

「……本当に誘惑上手な奥さんだね」

　満足げな声を聞きながら彼の首に腕を回せば、小さな実をキュッと摘ままれた。

「あんっ！」

　キスをねだって抱き着いたつもりだったのに、予期せぬ刺激に背中が弓なりになる。

　彰史は満足そうに唇の端を持ち上げ、そのまま美紅の腕からすり抜けるようにして幼気な薄桃色の蕾に舌を這わせた。

　美紅の唇からは甘い声が飛び出し、快楽に心を奪われる。

　突起の先端をこすられ、しごくようにも揉まれ、痛くない程度につねられて。度重なる愛撫に、喜悦が膨らんでいった。

「もう硬くなった。美紅の身体は本当に素直で可愛いね」

「やっ……ぁんっ、あっ」

　褒められているのだとしても、やっぱりいやらしいと言われている気がして恥ずかしい。

「こうして舐めてあげると、すぐに主張するところがいじらしくていいね」

　彼の熱っぽい吐息が触れる。

　そんな淡い感覚にすら反応する肢体がわずかに跳ねると、彰史はますます手に力を入れて乳房を揉みしだき、舌で弄んでいた蕾をちゅうっと吸い上げた。

　甘い痺れが広がっていく。

　可憐な粒を丹念に吸い、根元から先端をくまなくねぶり、舌先で全体をくすぐって。美紅の弱点をしっかりと愛で、確実な愉悦を押し込んでくる。

　それに翻弄される美紅は、行き場を失くしていた手で彼の頭を掻き抱いた。

「ひゃあっ……」

　直後、敏感な蕾をいたぶるように歯が立てられ、カリッと甘噛みされた。

　根元を噛んだまま舐められてしまえば、じんじんとした痺れが美紅を襲う。

　甘切ない刺激が気持ちよくて、けれどすぐに物足りなくなってしまう。無意識に膝をすり合わせると、彰史が左手でショートパンツを脱がせた。

　ショーツ越しの秘部に、節くれだった指先が触れる。秘裂に合わせて軽く上下に動かされれば、クチュッ……と艶めかしい水音が響いた。

「もう濡れているね。……ここ、このまま弄ろうか」

　上下させていた指が上の方で止まり、そこをクルクルと撫で始める。

「アッ、ふっ……ん、ッ」

　布越しにいじくられるともどかしくてたまらず、つい腰が揺れてしまった。

「あき、ふみさっ……！　直接、がいい……ッ」

　甘い吐息と喘ぎの合間に訴えれば、彰史が満足そうに瞳をたわませる。

「いいよ。でも、俺は今、両手も口も塞がっているから、自分で紐を解いて脚を開いて」

　なんて意地悪な命令だろうか。

　そう思う思考とは裏腹に、彼の頭を抱いていた手は徐々に下へと向かう。

　彰史が満足そうに笑っていることには気づかないふりをして、ショーツの左右で結んである紐に指をかけた。

　まずは右側、次いで左側。羞恥と愛欲がせめぎ合ったのは一瞬のことで、紐を解いてしまえば期待はさらに大きくなる。

　たじろぎながらも自ら脚を大きく広げれば、シーツの上にはただの布と化したショーツが残り、美紅は彼の下ではしたない格好になって見せた。

　彰史が身体を起こし、美紅の秘所に視線を落とす。

「美紅のいやらしいところがしっかり見えるよ。すごくそそられる」

　眇めた目が強烈なほどの色香を纏い、愉しげな笑みを向けられる。淫蕩な言葉に脳がクラクラと揺れ、待ち切れなくて喉がゴクッと鳴った。

「いい子にはご褒美をあげないといけないね」

　甘美な響きに鼓膜をくすぐられ、美紅の胸の奥が高鳴る。

　刹那、長い指が無防備なあわいをたどり、薄い柔毛をかき分けて敏感な芽を捕らえた。

「ひぅっ……!?」

　鋭い刺激に声が引き攣り、喉が仰け反る。

　そこがどれだけ弱い部分なのかを知っている彼は、小さな突起を撫でるようにクルクルと転がし、最初から容赦なく美紅を追い立てた。

　甘やかな法悦を追うように、美紅の腰が揺れる。

　彰史は、左手で乳房とその先端を、唇と舌ではもう片方の胸と突起をいじくり、脆弱な粒をすべて可愛がる。

　右手の人差し指で秘芯を上下にこすられ、じっくりと左右に撫ぜ、押すようにして指先で弾かれて……。美紅がたまらずに腰を躍らせれば気持ちいいところに絶妙な甘い痺れが与えられ、愉悦は風船のように膨らんでいった。

　蜜口からは雫が零れ、まるで誘惑するようにひくついている。

　悶える美紅を見つめる彼は、蜜粒をいじる指を人差し指から親指に変えると、我慢できないとでも言うように中指を蜜路に突き立てた。

「あぁっ……！」

　途端、内壁が収縮する。

　まるで異物の侵入を拒んでいるようでもあったが、彰史は美紅の身体が悦んでいることを知っている。それを証明するがごとく、間髪を容れずに人差し指も差し挿れた。

　美紅の声がいっそう甲高くなり、肌が総毛立つような感覚に包まれる。

　双丘の小さな果実を指で転がされ、舌でねぶられて。割れ目を飾るツンと尖った蜜芯は、右手の親指で捏ね回されて。秘孔は、二本の指で撹拌するようにこすり上げられている。

　彼は、美紅のすべての可憐な粒を余すことなくいたぶり、隘路をくまなくかき混ぜて蹂躙し、寸分違わぬ淫悦を押し込んできた。

　ぐちゅっ、チュクッ……と飛び散る音が、美紅の鼓膜も侵していく。

「んぅっ、ッ……はあっ、あんっ……も、だめっ……」

「イっていいよ。ちゃんと見ていてあげるから」

　腰をのたうたせる美紅に、甘い誘惑が与えられる。

　直後、胸の突起を摘まみ上げられた。さらには、もう片方の実をちゅうぅっ……と吸い上げられ、柔襞を掻きむしりながら秘玉を押し潰された。

「ああぁぁぁっ……！」

　喉を大きく仰け反らせた美紅の肢体が、ビクビクと痙攣する。蠢動する内壁から彰史が指を抜くと、透明な愛蜜がシーツに飛び散った。

「上手にイけたね。気持ちよかった？」

　美紅が肩で息をしながら、うっとりとしたように微笑む。快感に塗れた表情に、彼が喉を大きく上下させた。

「ん、あっ……」

「ここ、今度は舐めようか」

　ぬかるみに浅く挿れた指を上に向かわせ、蜜核をくすぐられる。

　熟れた粒が震え、美紅の心は甘い期待で満ちたが、すぐに首を横に振った。

「もう……彰史さんが欲しい……」

　彰史を見つめる美紅の言葉に、彼が目を見張る。

「今日の美紅は本当に誘惑が上手くて……俺が持ちそうにないよ」

　困り顔で微笑みながらもルームウェアに手をかけた彰史は、長袖のＴシャツとズボンを脱いだ。

　ボクサーパンツに包まれたそこは、くっきりとした形で欲を主張している。

「……ッ」

　美紅が反射的に息を呑むと、彼がうっすらと笑みを浮かべた。

「そんなに物欲しそうにされると、結構クるな」

　余裕がないのはお互い様で、劣情に満ちた視線を絡ませたあとでキスを交わす。

　その間に彰史がボクサーパンツを脱ぎ捨て、美紅の膝裏に手をかけて脚を大きく開いた。

　下肢が重なり、秘孔に熱を纏った芯が押し当てられる。そのまま腰を動かされ、蜜に塗れた秘裂と剛直がこすれた。

「んっ、あっ……ぅんっ」

　ぷっくりとした先端が、敏感な萌芽を掠めては蜜口に戻る。そこから愛蜜を纏って上に向かい、再び姫核を押し上げるようにこすられる。

　チュッ、ニチュッ……と淫靡なリズムが響き、快楽を求め合って腰を揺する。互いに下肢を押しつけ合うせいで淫悦が増し、美紅はすぐに耐え切れなくなった。

「ねっ……はやく、ッ……！」

　彼の首に腕を回して唇を重ねれば、応えるように舌が搦められる。間を置かずして膨らんだ切っ先が蜜孔を押し開き、そのまま一気に貫かれた。

「ふぅぅ、んんっ……！」

　唇を結んだままのせいで声を飲み込まれ、代わりに身体が大きく震える。

　美紅が縋るように腕に力を込めれば、汗ばんだ肌同士がさきほどよりも密着した。

「一気に、ぜんぶ……なんて……」

「美紅があまりにも誘惑してくるから我慢できなかった」

　ごめん、と囁く声には罪悪感なんていない。ただただ愉しげで、それでいて喜悦をこらえているようだった。

「動くよ」

　なにも隔てずに打ち込まれた雄杭を、意図せずに締めつけてしまう。彰史がクッと息を噛み殺したのがわかって、蜜壁がきゅうぅっ……とすぼまった。

「んっ、ッ……うごいて……」

　甘えた声で訴え、腰を強く押しつける。

　その瞬間、彼が腰を引き、再び怒張を突き立てた。

　骨ばった手に腰を押さえられ、最初から容赦なく下肢を打ちつけてくる。

　きゅうきゅうと戦慄く柔壁をこすり、引っかくようにかき回し、奥を目がけてガツガツと穿たれる。

　甘切ない快感は苦しさと紙一重で、眉を寄せてしまうのに……。蜜路に与えられる刺激は愉悦となって、美紅を翻弄しながらも甘やかす。

　気持ちいいけれど、苦しい。苦しいのに、気持ちいい。

　そんな感覚が全身を駆け巡り、高みへと誘われる。

　しっとりと汗ばんだ肌に彰史の汗が落ち、どちらの体液かわからない雫が全身でかき混ぜられていく。

　今日はどうしてか興奮が治まらなくて、早くも脳芯がじんじんと痺れ出す。

　隔てるものがないことが、これほどまでに悦楽を増すのか。

　それとも、互いを誘惑し合ったせいか。

　考えようとしたものの、押し寄せてくる法悦を前にすれば答えなんてどうでもよくなって、揺すぶられるがまま下肢をぶつけ合った。

「アッ！　あんっ、ふぁっ……ひぅ、ッ」

　いつもよりも遥かに早い限界の訪れに、美紅の身体が上に逃げようとする。

　けれど、彰史がそれを許すはずがなく、腰を掴んでいた手を肩に置き、いっそう熱杭で責め立てた。

　律動が速まった分……それ以上に快感が膨れ上がり、美紅はイヤイヤをするように首を振る。彼は熱っぽい瞳を緩め、最奥をガツンッと抉った。

「ぅぁっ……!?　ひっ、やあぁぁっ……！」

「はっ……ッ！」

　美紅の視界が、チカチカと明滅する。

　酩酊していた脳が状況を把握するよりも早く愉悦の海に沈み、腰をガクガクと震わせながら涙を零した。

　達したのだと理解したのは、数秒後のこと。彰史に捕まっていた腕から力が抜け、くたりとシーツに落ちた。

「イくの、早かったね」

　美紅の激しい呼吸音の合間に、意地悪な声が鼓膜をくすぐってくる。ゆるりと微笑む彼を、美紅はうつろな目で見上げるだけだった。

「でも、俺はまだなんだ。言っておくけど、今日は待ってあげないよ？」

「……ッ、あぅっ……ッ？」

　かけられた言葉への理解が追いつかないままに、下肢が繋がったまま身体を翻される。

　直後、美紅の腕を掴んだ彰史が腰を回し、蜜壁を撫でる熱刀の感覚に息を詰めた。

「やあぁっ……ッ」

「嫌じゃなくて、いい、だろう？」

　背中に落とされた唇が、肌の上で悪戯に動く。

　彼は、かぶりを振る美紅の蜜洞の動きを楽しんでいたが、すぐに「足りないな」とごちた。

「ひぁっ……ッ、アアッ……」

　美紅の上半身が本人の意思とは関係なく起こされ、突き刺さったままの雄芯が深く突き立てられる。

「だめっ……ふか、ぃ……っ」

「クッ……！　美紅、今日は反応がよ過ぎるね……」

　困るな、なんて、たいして困っていなさそうな声が耳朶を撫でる。

　彰史の上に座る美紅は、後ろから回ってきた彼の腕にがっちりと腹部を固定されていて逃げられない。

　絶頂を味わったばかりの身体には、苦悶のような刺激だった。

　それなのに、ゆるりと腰を動かされれば、姫筒が嬉しそうにうごめいた。

　屹立をきゅうきゅうと食いしばって離そうとはしない様は、まるでご馳走をおいしそうに頬張るようでもある。

「あっ、んっ……だめぇ……ぁ、ふっ……」

　拒絶の声が甘ったるく響き、ちっとも抵抗しているとは思えない。

「だから……美紅の『だめ』は『いい』にしか聞こえないよ」

　ゆったりと解すようだった動きが、次第に変わっていく。

　淫道をねぶるようにこすり上げ、かと思えば捏ねるがごとく掻きむしって。奥処を愛でるようにグリグリと怒張を押しつけ、隘路全体をくまなく嬲る。

　逃げようとしていた身体はいつしか彰史に委ねるようになり、それに気づいた彼が下腹部から肌を撫で上げるようにして豊満な双丘を掴んだ。

「ここも、もっと可愛がってあげようか」

　ピンと尖った果実を両方とも摘まみ上げられ、同時に最奥を力強く穿たれて、美紅の喉が大きく仰け反る。

　声にならない声が飛び出した時には、思考はグズグズに溶けて脳芯が白んでいた。

　苦悶と淫悦がぐちゃぐちゃに混ざっていく。呼吸もままならないほどの激しさなのに、この先にあるものを身体が求めている。

　充溢した楔で満たし尽くされた蜜窟は絶えず蠢動し、雄の欲を食い尽くすようにギュウギュウと締めつけてみせる。

　程なくして、彰史の昂ぶりが膨張した。

　いつもよりも鮮明な感覚に、美紅は息を呑みつつも快楽の沼に堕ちていく。

　ガンガンと責め続けられた美紅の身体はもう限界寸前で、脚はガクガクと震えていた。

「もぅ……っ、あぁっ……」

「ハッ……」

　背中に彰史の熱い息が当たり、美紅は髪を振り乱しながら首を振る。

　激しい電流が流れていくような痺れに見舞われた肢体は、勝手に喜悦の頂点に向かって駆け上がっていく。

「俺も、もう……ッ」

　快感を噛み殺すような声が聞こえたかと思うと、捏ね繰り回されていた蕾を押しつぶすようにされ、とどめとばかりに脆弱な最奥をガツンッ……と叩かれた。

「ぅ、ッ……ああぁぁぁっ──！」

　美紅の全身が激しく痙攣し、蜜壁がぎゅうぅっ……と締まる。

「クッ、ぁっ……！」

　直後に彼が胴震いし、美紅の肩に口元を埋めるようにした。

「ん、ぁ……」

　奥処を目がけて飛沫が迸り、美紅はその感覚にうっとりと吐息交じりの声を漏らす。

「彰史、さんの……が……」

　息も絶え絶えにそう零せば、彰史が美紅を振り向かせて唇を重ねる。彼は、数回唇を食むと顔を離し、そのまま美紅とともにベッドに横たわった。

　呼吸も整わない間に、美紅は自身の腹部にそっと手を当てる。

「赤ちゃん……欲しいな……」

「ああ、そうだね」

　自然と本音を零していた美紅に、彰史が優しい笑みを向ける。

「でも、忘れないで。子どもができたらもちろん嬉しいが、まずはあまり焦らずに、今まで通りふたりの時間を大切にしよう」

　それは、彼なりの気遣いだったのかもしれない。

　けれど、真意を測るほどの気力が残っていなかった美紅は、微笑を返しながら瞼を閉じた。







三








　結婚記念日から、もうすぐ一ヶ月。

　美紅は、相変わらず家事やパートに励みつつ、穏やかな日々を送っていた。

　結婚三周年を機に始めた妊活は、気負わない程度に頑張っている。

　彰史の言葉通り焦らないようにしながらも、食生活を見直したり身体を冷やさないようにしたりと、自分の体調について以前よりも意識するようになった。

　あまり気にするとストレスになることも予想はつくし、授かり物であるため簡単に妊娠できるとも限らない。

　ただ、なにもしないのは嫌で、少しだけでも生活を変えてみようと思ったのだ。

　彼も同じ気持ちなのか、飲酒量が減った。もともと、毎晩飲むようなことはなかったが、明らかに気遣っているのはわかる。

　だからこそ、互いにとってストレスにならないように気をつけようと思っていた。

「じゃあ、行ってくるね」

「うん、気をつけてね」

　いつも通りの見送りの光景だったが、今日はいつもと違うことがある。

　彰史はこれから福ふく岡おか出張のため、四日後の金曜日まで帰ってこないのだ。

　結婚して一年が過ぎた頃の大おお阪さか出張は二泊三日だったが、今回は四泊五日だから平日の間ずっと福岡にいることになる。

　つまり、あの時よりも長く離れなければいけない。

　いくら結婚して三年が経っているとはいえ、寂しさはあの時と同じ……。もしかしたら、それ以上かもしれなかった。

　当時はマンション住まいだったが、今は一軒家。ごく一般的な坪数ではあるものの、前に住んでいた家よりも広いため、内心ではあの頃とは違った心細さを感じていた。

　彼は『実家に帰っていてもいいよ』と言ってくれたし、パートの休みの日にはそれもいいかもしれないとも考えた。

　けれど、最終的にはひとりで家にいることを選んだのだ。

「離れがたいな」

「え？」

「そんなに寂しそうな顔をされると、余計に離れたくなくなる」

「彰史さん……」

「仕事だから仕方ないが、俺だって美紅と三日も会えないのは寂しいよ」

　玄関フロアで零された本音に、美紅は寂しさと喜びに苛まれる。

　彰史が自分と同じように感じてくれていたことも、それを素直に打ち明けてくれたことも、とても嬉しかった。

「私も寂しいけど、ちゃんと留守番してるからお仕事頑張ってね」

「ああ。くれぐれも戸締りはしっかりするんだよ」

「うん。あ、もし……もしね？」

「ん？」

「仕事が早く終わった日とか、夜に少し時間がある日とか……無理のないタイミングでいいんだけど、電話してくれる？　ほんのちょっとの時間でもいいから……」

　可愛いおねだりに、彼が瞳を緩める。

「もちろん。俺だってそのつもりだったよ」

　額にキスを落とされ、視線がぶつかると微笑み合った。

「今夜と木曜の夜は接待があるから難しいかもしれないが、明日と明後日は電話する」

「うん、待ってるね」

　抱きしめられてキスを交わしたあと、離れがたいのをこらえてドアを開ける。

　美紅は門扉のところで足を止めたが、彰史が角を曲がるまで手を振って見送った。

（なんだかすごく静かだな）

　家に入ると、しんとした空気に包まれてため息が漏れた。

　普段も彼を見送ったあとは静かになったように感じるが、夜になればまた帰ってくる。

　慌ただしく家事をこなしてパートに行き、買い物をしてから帰宅して夕食の準備でもすれば、一日はあっという間に過ぎていく。

　ところが、彰史が金曜日の夜まで帰ってこないと思うと、早くも寂しさが大きくなった。

　四部屋とリビングに掃除機をかければ、家の中が異様なほど広く感じられた。

（今日はこれからパートに行くし、明日は彰史さんが電話をくれるはずだし、その前には麻紀たちと会うし……。問題は木曜かな）

　水曜日はパートがあるからまだいいし、金曜日はパートが終われば彼に会える。

　けれど、木曜は彰史が出張に行って四日目。いくらその次の日には帰ってくるとはいえ、きっと今日よりもずっと寂しくなっているに違いない。

（これじゃあ、また麻紀に笑われそう。でも、千佳ちゃんは共感してくれるんだろうな）

　そんなことを考えながら家を出て、職場であるフルールに向かう。

　よく晴れた秋空が、美紅の心情と正反対だった──。




　丸の内にあるビルの五階に店を構える、カフェ。

　クラシカルな内装がラグジュアリーさを醸し出している店内の一角のテーブルには、アフタヌーンティーセットが三人分並んでいる。

　スイーツもセイボリーも見目麗しく、目でも舌でも楽しんでいた。

「それで、旦那様と離れ離れの感想は？　前の時は二泊三日で泣き言を言ってたけど、さすがに今はそこまで寂しくない？」

「そんなわけないよ。寂しいし、家が広く感じるし、早く帰ってきてほしいに決まってるじゃない！」

　麻紀の質問に眉を下げると、彼女がケラケラと笑った。

「相変わらずラブラブねー。もう結婚して三年なのに、二年前の時と全然変わってないじゃない。美紅らしいというか、なんというか……」

「私は美紅さんの気持ちがわかりますよ。秀人さんも、時々だけど出張に行くので。一泊二日だと『夜はダラダラしよう』とか『ちょっと贅沢しておいしいものを食べようかな』とか考えて楽しい面もあるんですが、三泊くらいになるとやっぱり寂しいですし」

「だよね！　寂しいよね！」

　共感する千佳に、美紅が力強く首を縦に振る。

「ふたりとも可愛いね。四泊五日だったら、私なら開き直って遊ぶけどなー」

「どんな風に？」

「初日と二日目は飲みに行く。二日連続で飲みに行ったら三日目は疲れてるだろうからダラダラして、四日目くらいに纏めて家事をして……そのまま最終日って感じ」

　具体的なプランを話した麻紀は、「まぁうちではありえないんだけど」と苦笑する。

　正弘はサラリーマンだが、今の部署にいる限りは泊まりでの出張はないらしい。だからなのか、彼女は「たまにはひとりになりたいけどな」と微笑んだ。

「正弘のことはもちろん好きだし、結婚できて幸せだよ。でも、たまにはひとりの時間が欲しいっていうか、なににも誰にも気兼ねなくダラダラしたいんだよね」

「あ、それはちょっとわかります。秀人さんも家事はしてくれるけど、相手がしてくれるからこそ自分も頑張ろうとしちゃうので、疲れてても頑張っちゃう時もあるというか……」

「そうそう。別に、家事をサボっても飲みに行っても咎められないけど、多少は気を使うっていうか、相手のことを考えるじゃない？　それが嫌なわけじゃないけど、私はもともとひとりで行動するのも好きだから、たまにはそういう時間が欲しいなって思うのよ」

　麻紀も千佳も、決して夫を邪険にしているわけではない。ひとりの時間は大切だし、それは美紅にだってわかる。

　ただ、それでも美紅は彰史と毎日一緒にいたいと思うのだ。

「もしかして、ふたりとも正社員で自分ひとりの時間を確保しづらいから、そういう風に思うのかな？　私は平日でも二日はパートがないから、そういう時はひとりで過ごせるし」

　パートが休みの日には、その気になれば家事は午前中にすべて終わる。

　普段の掃除程度なら、バスルームやトイレ、キッチン周りを念入りに磨いても、さすがに丸一日潰れるようなことはない。

　もちろん、時には一日かけてしっかり掃除をすることもあるが、パートが休みのたびにそこまでするわけでもないため、自分ひとりの時間を確保することはできる。

　読書をしたりドラマを観たり……なんていう時間もあり、彼の帰宅までに夕食の支度さえしていればダラダラすることも可能だ。

　掃除だって、別にあえて毎日する必要はないだろう。

「それはちょっとあるかも。正弘とは休みはあんまり被らないけど、休みの日って意外とやりたいことがあってあっという間だし、仕事の日は家に帰っても寝るまですぐだし……。たまに休みが被ると嬉しいけど、繁忙期だととにかく寝たいって感じの時もあるのよね」

　麻紀の話に、千佳も控えめながらも相槌を打っている。

「すごくわかります。セール期間中とか年末年始とかって、休みの時はゆっくりしたいですもんね。普段の休みよりも、体力も気力もなくなっちゃいますし」

「そうそう。特に、年始とゴールデンウィークの頃は忙し過ぎて悲惨だよね。普段なら『デートしよう』とか提案するけど、繁忙期だけは『寝かせて！』って言っちゃうもの」

「わかります。私、セール期間だけは仕事に行きたくないって思うことがあるくらいですもん。セール中って毎回きつ過ぎますよね」

　美紅は、彼女たちの話に聞き入りながら、レモングラスのハーブティーが入ったカップに口をつけた。

　こうして自分以外の夫婦の話を聞いていると、正社員で働くのもいいな、と思う。

　仕事に邁進して自分のキャリアを確立するのは大変だろうが、愚痴を言い合いながらもふたりは楽しそうで充実しているのが見て取れる。

　美紅は今の生活に満足している反面、こういう時は少しだけ羨ましくもあった。

（でも、フルール自体も仕事も好きだし、人間関係もすごくいいし、今はまったく辞めたくないんだよね）

「なんにせよ、旦那がいないことを寂しいと思えるのはいいことだよね。たとえば、『せいせいする』なんて思うようになった日には離婚が近いかもしれないんだし」

「麻紀、不吉なこと言わないでよ」

「冗談だってば。それに、美紅はそんな心配はいらないでしょ」

　仮に謙遜しても、大きく頷けてしまう。

　結婚して三年が経った今も彰史とは仲良く暮らしているし、結婚記念日を機にまたセックスの回数も増えているからである。

　新居ということもあってか、寝室を始め、リビングやバスルーム、彰史の書斎になっている部屋など、様々な場所で身体を重ねている。

　少なくとも、〝レス〟とは無縁だと思う。

　だからこそ、いっそう彼のいない夜が寂しいのだけれど……。

「あっ、そうだ！　次のお店なんだけどさ、ここなんかどう？」

　一瞬だけ寂寥感に包まれたが、麻紀の明るい声でハッとして笑顔を見せた。

　向けられたスマホのディスプレイには、韓国料理店のホームページが映っている。

　千佳の意見も聞きつつ、次回の女子会ではその店に行こうということに決まった。
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　麻紀たちと会った火曜日の夜とその翌日の水曜日の夜には、約束通り彰史から電話がかかってきた。

　他愛のない話をしたり、お土産のリクエストを訊かれたり。二日間とも一時間近く話し込み、そのまま眠りに就いたおかげで思っていたよりも寂しくはなかった。

　けれど、今日は木曜日だから電話はかかってこないはず。

　パートも休みだったため、外出もせずに昼食にはパスタ、夕食には煮込みうどんを作って早々に済ませ、まだ二十一時を過ぎたばかりなのにベッドに入った。

（寂しいなぁ……）

　寝室にあるテレビ画面の中では、芸人たちがコントを披露している。

　室内に響く賑やかな声が、いっそうひとりきりだという静けさを助長させるようだった。

　眠ってしまえばこんな気持ちも気にせずにいられると思ったのに、一向に睡魔はやってこない。

　今日は家中をくまなく掃除し、明日の夕食用に彰史からリクエストされたロールキャベツを仕込み、パウンドケーキまで焼いたというのに……。身体が疲れているわりには目が冴え、まったく眠れる気がしなかった。

　テレビを消して、広いベッドで何度も寝返りを打ってみる。

　彼と離れて四日目の夜だというのに、このベッドをひとりで使うことにはちっとも慣れず、寂しさは膨らむ一方だった。

「あと一日だけなのに、明日の夜が遠いよ……」

　毎晩、キスをして、抱きしめ合って。優しく激しく、そして甘く抱かれていた。

　そんな最近の日々が脳裏に浮かんで、余計に切なくなる。

　何度目かわからないため息が漏れた時、枕元に置いているスマホが鳴り出した。ディスプレイを確認した美紅が、パッと笑顔になる。

「彰史さん？」

　美紅は急いで電話に出ると、喜びが滲んだ明るい声を発した。

『美紅？　もう寝るところだった？』

「ううん！　ベッドには入ってたけど、まだ眠くないから起きてたよ。彰史さん、今日は接待で飲みに行ってたんだよね？」

『ああ。一時間くらい前に戻ってきて、シャワーを済ませて荷物を纏めたところだよ。思ったよりも早くホテルに戻れたから、この時間なら美紅もまだ起きているかと思ったんだ』

　時刻は、二十二時半を過ぎたところ。

　ベッドに入って一時間半近く経ち、少し前までは眠れなくて困っていたのに、睡魔に襲われなかったことが心底嬉しくなる。

「そっか。お疲れ様」

『ありがとう。そういえば、お土産に色々買ったよ。頼まれていたもつ鍋セットと饅頭、あと明太子は明日新幹線に乗る前に買うつもりだから』

「ありがとう、楽しみにしてるね。私も、今日はロールキャベツを仕込んだよ。彰史さんのリクエストのトマトスープで煮込んだやつね。あと、パウンドケーキも焼いたの」

『楽しみだな。美紅に会いたいし、早く帰りたいよ』

「うん。私も早く帰ってきてほしいな」

　寂しさが和らいでいく。

　声を聞けばいっそう彰史のことが恋しくもなったが、遠く感じていた明日の夜がほんの少しだけ近くなった気がした。

『そんなに素直に言われたら、今すぐに会いたくてたまらなくなるよ』

「私だって同じだよ……。ずっとひとりで寝るのは寂しかったし、今すぐに彰史さんに抱きしめてほしいよ」

　恋しさが募り、ひとりきりのベッドが余計に広く感じてしまう。美紅が無意識にため息をつけば、彼がクスッと笑った。

『抱きしめるだけ？』

「えっ……？」

　低い声音が美紅の鼓膜をくすぐる。彰史の質問の意図にはすぐに気づいて、美紅は頬がわずかに熱くなるのを感じながらも口を開いた。

「ギュッてしてほしいし……キスも……」

『うん、それから？」

　これ以上のことをどう訴えればいいのか。

　どんな言葉を選んでも恥ずかしくなりそうで、そのままなにも言えずにたじろいだ。

『全身にキスしたり、美紅の弱いところを舐めたり、俺のものを挿れたり……とか？』

　意地悪で淫蕩な声が、美紅の鼓膜を犯す。

　コクン、と唾液を飲み込む音が鳴った。

『想像した？』

「し、してない……」

『本当に？　俺に気持ちいいところを舐められたり噛まれたり、たくさん可愛がられるところを思い浮かべなかった？』

「っ……！」

　いつにも増して饒舌な彼の淫蕩な言葉に、美紅の顔が真っ赤になる。

「あ……彰史さん、なんだか変だよ……！　そんなにたくさん飲んだの？」

　動揺を隠せなくて、興奮を抑え切れない心臓がドキドキと脈打っていた。

『うーん、確かにそれなりに飲んだかな。いつもは大丈夫だけど、最近アルコールを控えていたから酔いが回っているのかもしれない』

「そ、それなら早く寝た方が……！　明日は朝早いんだよね？」

『残念ながら、眠れそうにないんだ。美紅の声を聞いたら眠れるかと思ったんだが、声を聞いたら抱きたくなった』

「なっ……！　だき、っ……」

　彰史らしくない甘えたような言い方、彼らしい色香を孕んだ声色。

　相反するものに包まれた耳朶がじんじんと痺れ、下肢が密やかに戦慄いて……。電話で話しているだけなのに彰史の色っぽい表情を思い出して、脳がクラクラと揺れた。

『ねぇ、美紅。しようか？』

「へっ……？　あ、えっと……明日の夜ってことだよね？　それなら──」

『そうじゃなくて……今、このまましようか、ってこと』

　予想もしなかった提案に、美紅の思考が追いつかない。

　離れた場所にいるのに、いったいどうしてするというのか。

『俺の言う通りにしてごらん』

　その答えは、すぐにわかった。

「そ、そんなの……」

『できるよ。俺の言う通りにすれば、すぐにイかせてあげる』

　彰史の声に、思考が奪われていく。

『美紅。……できるだろう？』

　できない、と言おうとしたのに……。

「う、うん……」

　疼き始めた身体と彼に従順な心が、そうはさせてくれなかった。

　いい子だ、と愉しげな声が鼓膜を撫でる。それだけで胸の奥がキュンと震えた。

『じゃあ、まずはイヤホンにしようか。その方がお互いの声がよく聞こえるし』

　言われるがまま、枕元で充電していたワイヤレスイヤホンを耳につける。彰史も同じように準備を終えたらしく、『できた？』と訊かれた。

「うん……。できた、けど……」

『大丈夫だよ。誰も見ていないし、声を出しても俺しか聞いていないから』

　他人に聞かれたり見られたりしたら、きっと恥ずかしくて死んでしまう。

　けれど、彼だけに聞かれるのなら大丈夫なのか……と言えば、決してそういうことでもない。

　にもかかわらず、彰史の声だけで、美紅の心は懐柔されていく。

　惚れた弱み、ここ数日の寂しさや恋しさ、広いベッド……。

　理由は間違いなく色々あるが、きっと胸の奥で疼き始めた期待に背中を押されていることが大きいだろう。

『まずはラクな体勢になって。そしたら、唇に触れてみようか』

　イヤホン越しに聞こえる彼の声が、鼓膜に直接響いてくる。さきほどまでよりもずっと生々しく感じ、秘部がキュッとすぼまった。

　ベッドに寝転んだまま、まずは唇に触れてみる。

『優しく触れたら、少しくすぐるようにして触ってみて。俺とのキスを思い出すんだよ』

「ッ、うん……」

『空いている方の手では、首筋に触れてみようか。少しくすぐったくても優しく撫でて、そのまま鎖骨をたどってから胸を触って』

　具体的な指示を与えられ、美紅の右手が首筋に触れてからゆっくりと下りていく。

　自分で力を調整すればいいのに、言われた通りに優しく撫でるとくすぐったくて背筋がゾクゾクと粟立つ。

　ぎこちない仕草で鎖骨に触れたあと、おずおずと胸にも手を伸ばした。

『最初は触れるだけだよ。胸の形をしっかり確かめるようにして、軽く下から持ち上げて。今、下着は着けている？』

「ううん……」

『じゃあ、しばらくはそのまま撫でるようにしていて。きっと、美紅の乳首はすぐに硬くなるよ』

　唇を触っていた手も下ろし、両手で双丘を持ち上げる。

　服の上からでもわかる豊満な膨らみがやわやわと形を変え、それを自らの手で行っていると思うと羞恥が増していった。

「んっ……」

　それなのに、興奮も大きくなっていき、自然と吐息に甘い声が混じる。

『そろそろ硬くなってきただろう？』

　素直に答えるのは恥ずかしいのに、この先を期待する身体が美紅に返事を急かしてくる。

「……うん、ッ……」

『じゃあ、服の上から摘まんでごらん。指の腹をこすり合わせるようにしたり、ちょっと強めに引っ張ったり……ああ、先端を爪で軽く引っかくのも好きだよね』

　言葉通りに手を動かせば、ささやかだった刺激が甘やかなものへと変貌していく。

　芯を持ち始めた小さな果実をこすり、きゅうっと引っ張って。それから先端の部分を引っかくようにすれば、それは明確な快感になった。

「あ、っ……ふぅ……」

『我慢できない？』

「ん……」

　彰史には見えないとわかっているのに、必死に首を縦に振ってしまう。

　クスクスと笑う声が耳元で反響するようで、彼の意地悪で淫蕩な笑みが脳裏に過った。

『仕方ないな。じゃあ、服を脱いでいいよ。直接触らせてあげる』

　美紅は、快楽の供給が止まることを惜しむように、急いでルームウェアを捲る。脱ぐ時間すらもったいなく思えて、そのまま再び胸に触れた。

『胸の形が変わるくらいちゃんと揉んで……乳首は手のひらでこするようにして。もどかしいなら、摘まんでいいよ』

　数秒前よりも強く、少しだけ激しく。柔らかな塊をしっかりと揉めば、手のひらに突起が当たって一緒に刺激される。

『声は我慢しないで。いっぱい出していいよ』

「アッ、んっ、はぁっ」

『さっきよりもっと硬くなっただろう？　本当は舐めてあげたいけど、それは帰ってからのお楽しみだね』

「ふぅっ、んっ……」

　彰史の舌で愛でられる様がまざまざと思い浮かび、思わず膝をすり合わせてしまう。

『ああ、想像した？　それなら、もっと強く引っ張ってみようか』

　見えないはずなのに、見透かされていることが恥ずかしい。

　けれど、きっとそれすらも愉悦になっている。

『美紅の声、すごく可愛い。いつもよりダイレクトに聞こえる気がするよ。美紅が自分で触っているところを見られないのが残念だな』

　今度は一緒にやってみようか、なんていう提案が寄越される。

『美紅がイくまで、美紅が自分でしているところをずっと見ていてあげるよ』

　想像するだけで恥ずかしいのに、ますます興奮していく自分自身がいる。そんな美紅を、彼がいっそう追い立ててきた。

『そろそろ、下ももどかしくなってきたんじゃないか？　きっと濡れているよ。ショーツに手を入れて、自分で確認してみて』

　たじろいだのは、一瞬のこと。

　自分で悦楽を得るために触るなんて考えたこともなかったのに、彰史の声で紡がれる淫蕩な命令に従ってしまう。

　ショートパンツに手を入れ、わずかにためらったあとでショーツに指先を通す。

『ほら、ためらわずにちゃんと触って。美紅が教えてくれないと、俺には美紅のそこがどうなっているのかわからないんだから』

　ドキドキして胸の奥が苦しくなりながらも、そろりと手を伸ばしていく。すると、柔毛の先にある秘所は蜜で濡れていた。

『どうなっているか教えて？』

「ちょっとだけ、濡れてる……かも」

『嘘つき』

「ッ……！」

『ちょっとってことはないだろう？　きっと、興奮してしっかり濡れているはずだよ』

「恥ずかしいから、言わないで……」

　頬どころか、全身が熱くなっていく。興奮と羞恥が混ざり合い、息が上がっていった。

『恥ずかしがらなくていい。俺も興奮しているから。美紅に挿れたくて……もう硬くなっているんだ』

「……っ、彰史さん、も？」

『当たり前だ。美紅の可愛い声を聞いて、美紅がどんな風に触っているのか想像して、欲情しないはずがない。今すぐに美紅を抱きたいよ』

　甘ったるい懇願が、美紅の胸をときめかせる。

　羞恥心なんてどうでもよくなって、早く彰史に抱かれたくて仕方なくなってしまう。

　けれど、今のふたりの距離はとても遠い。電話越しに聞こえる声はこんなにも近いのに、身体が触れ合うことは決して叶わない。

「彰史さん……」

　切なさが込み上げてきて、美紅は眉を寄せながら甘えるように名前を呼んだ。

『ああ、すまない。俺ももう我慢できないし、続けようか』

「ん……」

　あんなに恥ずかしかったのが嘘のように、彼からの指示を待っている自分がいる。

　早く、早く……と心が逸る。

『じゃあ、美紅の蜜を指に絡めて。そしたら、美紅が好きなところ……一番気持ちよくなれるところを触ってごらん。そっと触れて、軽くこするんだ』

　右手の人差し指を蜜口に持っていき、花蜜を掬うようにして絡める。その指をおずおずと動かし、ひっそりと隠れた秘玉に触れた。

「は、ぁんっ……」

『指の腹でこするように、ゆっくり上下に動かして。下から上に動かす時には、少し強くするといいよ』

　彰史の指示は、実に的確だった。

　美紅よりも美紅の弱点を知っている彼の言う通りにすれば、言いようのない甘い痺れが身体を突き、瞬時に喜悦になった。

「んっ、ぁ、っ……ああっ……！」

『ッ、はっ……気持ちいい？』

　彰史の息遣いが変わったことに気づき、彼も自身を慰めているのだと悟る。

　互いに触れ合えないのがもどかしいのに、耳元で響く呼吸音にドキドキさせられる。

「うん、ッ……気持ちいい、けど……」

　一方で、彰史が与えてくれる法悦には程遠く、気持ちよさはあってもまだ足りない。

『物足りない？』

「ん、っ、ぁ……」

『もどかしそうだが、ちゃんと硬くなってきただろう？　美紅の身体は素直だからね』

「でも……たりない、の……」

『じゃあ、捏ね回すようにして。美紅はただ上下にこするよりも、その方が弱いから』

　従順に指の動きを変えれば、途端に快楽が強くなる。

「ああっ、んっ……これ……」

　自分の身体が遠隔操作されているようで、なんだか思考がおかしくなっていく。快感を与えているのは自分自身のはずなのに、まるで彼に愛撫されているような気がしてきた。

『気持ちいいよね？　美紅はそうやって触ってあげるとすごくよがるから。ほら、もっと強くこすっていいよ。指を速く動かすんだ』

　ハッ……と吐かれた息が、美紅の耳朶に振動を与える。

　鼓膜から広がっていくじんじんとした痺れが、脳芯をも揺すぶってくる。

　最初はまだ芯のなかった花芽がツンと尖ってさらに鋭敏になっても、自らそこを愛でる美紅の手は止まらない。それどころか、細くしなやかな指先はより速度を増していく。

　硬く勃ち上がった秘芯を転がし、クリクリと捏ね回せば、愉悦の頂が近づいてきた。

「あんっ……んっ、ふぁっ……ァッ、アッ……」

『美紅……ッ、もうイきそうだね。もっと速くこするとイけるから、頑張ってごらん』

　所々で息を噛み殺すようにする彰史も、限界が近いのかもしれない。そう思うと、喜悦を貪ることに一縷の抵抗もなくなった。

『美紅、声は我慢しないで……。可愛くて恥ずかしい声、全部聞かせて……っ』

「んんっ……ッ、イっちゃ……ッ！」

　背筋がゾクゾクと震え、隘路がきゅんきゅんとすぼまっていく。

　美紅のまろみを帯びた臀部の筋肉まで引き攣り、自身の指に合わせて腰が悩ましげに揺れていた。

『可愛い……。美紅の声、すごくいい……』

　低い声に誘われるように、美紅の指が蜜粒を押すようにしてこすり上げる。

「ああっ……！　も、だめっ……ああぁぁっ……！」

　刹那、膨らみ切った快楽が弾け、美紅の身体が二、三度跳ねた。

『クッ……ぅ』

　次いで、彰史の色っぽい息遣いが美紅の耳元で響く。互いの呼吸音だけを聞きながら、ぼんやりとした思考で果てたことを自覚する。

『……美紅、イけた？』

「……う、うん……。彰史さんも……その……」

『ああ、イったよ。久しぶりに自分でしたな』

　つい数秒前までは心も身体も高揚していたのに、ふと冷静になり始めて……。ひとりきりの部屋に訪れた沈黙の中で、急速に羞恥が戻ってくる。

「ぁ……えっと……」

『美紅が照れるから、俺まで急に恥ずかしくなってきた』

「で、でも……彰史さんがしようって……！」

『ああ、そうだね。寂し過ぎて我慢できなかったんだ』

　恥ずかしさと、素直な気持ちを伝えてもらえたことに対する喜び。美紅の心の中では忙しなく感情が動き、自然と照れ笑いが零れてしまう。

『早く美紅に会いたいな。帰ったら、真っ先にキスをしよう』

「うん」

　離れていることが切なくて寂しかったのに、同じ気持ちでいることが温かくて嬉しい。

　明日の夜には、ふたりでテーブルを囲んでロールキャベツとパウンドケーキを食べ、一緒にお風呂に入るだろう。そのあとのことはもう言うまでもない。

『そろそろ眠ろうか。ちゃんと暖かくして寝るんだよ』

「うん、彰史さんもね」

　彰史と「おやすみ」と交わし合って電話を切ったあと、美紅は寝付けなかったのが嘘のように睡魔に襲われ、瞼も思考もゆっくりと閉じていった。
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　大みそかが近づく師走の夕方。

　美紅と彰史は、都内の大型商業施設を訪れていた。

　新年の準備のための買い出しを済ませ、一息つこうと入ったカフェで年末年始の予定を確認し合う。

「明日と明後日で大掃除を済ませて、元日はお互いの実家に行くでしょ」

「ああ。昼前に俺の実家で、夕方からは美紅の実家で大丈夫？」

「うん。お母さんたちもそれでいいって」

「二日はどうする？」

「初詣は、彰史さんの実家に行く前に済ませるんだよね？　二日はのんびりしてもいいし、お出掛けするのもいいなぁ」

　ショートケーキを頬張る美紅に、彼が優しい笑みを向ける。

「じゃあ、二日は出掛けることにして、三日はゆっくりしようか。四日からはお互いに仕事だし、三日は家で過ごす方がいいと思うよ」

「そうだね」

「行きたいところはある？」

「うーん……映画も捨てがたいけど、水族館もいいなぁ。あ、中華街で食べ歩きするのも楽しそう。彰史さんは？」

「俺は、美紅がやりたいことを叶えてあげたいかな」

　ふふっと笑った美紅が、幸せそうに「ありがとう」と返す。

「全部は無理だけど、どれかふたつなら行けるだろうし、前日までに考えておいて」

　美紅が大きく頷き、ふたりは仲良くカフェを後にした。

　その翌日は朝から大掃除に励んだが、引っ越してきてからまだ四ヶ月程度ということもあって、思ったよりも時間がかからなかった。

　おかげで、大みそかは軽く家事をする程度で済み、夜には音楽番組を観て年越しそばを食べ、のんびりと過ごせた。

　今年も一緒に新年を迎えられたことに喜びを分かち合って眠りに就き、元旦は美紅が作った雑煮を朝食にした。

　おせち料理を用意しなかったのは、互いの実家で振る舞われるとわかっていたから。

　結婚当初には張り切って準備したものの、自宅とぞれぞれの実家でもおせち料理が続いたため、それからは自分たちで用意するのをやめたのだ。

　雑煮だけの元旦はどことなく寂しくも思えるが、昼には三嶋家で、夜には増岡家でおせちと一緒にご馳走が振る舞われるため、朝食はこれで充分だった。

　元日は予定通り、初詣に行ってから互いの実家に、二日には映画を鑑賞したあとで横よこ浜はまの中華街で食べ歩きを楽しみ、三日は家でゆっくり過ごした。

　正月休みが終わった四日からは彰史は仕事に、美紅はパートに行きつつ家事をこなし、まだ新年の余韻を残しながらもいつも通りの日常が戻ってきた。

　ところが、三が日が明けて程なく、朝から気分が優れなかった美紅が体調を崩した。

　パートを終えて帰宅すると、発熱していることに気づいたのだ。

（昨日の夜からやけに寒いと思ってたけど、悪寒だったのかも……）

　ここ数日は三が日よりも気温が下がっていたこともあって、昨夜にはただ寒さが厳しいだけかと思っていた。しかし、どうやら風邪の前兆だったらしい。

　なんとかお風呂は済ませたものの、その後は夕食の支度をする気力もなくベッドに倒れ込み、彰史に体調を崩したことをメッセージで伝える。

　熱のせいか、ひとりぼっちだということに妙に不安になって、隣に置いてある彼の枕を抱きしめた。

　嗅ぎ慣れた匂いで、ほんの少しだけ安心する。

（なんだか変態っぽいかも……。でも、彰史さんの匂いって安心できるんだよね……）

　少しだけ後ろめたく思いつつも、彰史の枕に顔を埋めるようにしてみる。

　そのままうとうとし始めた頃、電話がかかってきた。

『美紅、熱があるって？　今はどうしているんだ？』

「お風呂には入ったけど、ご飯は作れそうになくてベッドで横になってる。ごめんね……」

　帰宅後に熱を計った時には三十七度五分だったが、徐々に上がってきているようだ。

『夕飯の支度なんて気にしなくていい。お風呂もやめておけばよかったのに』

「うん……。でも、仕事中に結構汗をかいちゃったから、どうしても気持ち悪くて……」

『そうか。じゃあ、ひとまず俺が帰るまでは横になっていて。なにか買って帰ってほしいものはある？』

「ううん……。冷蔵庫にゼリーがあるし、今は食欲もないから大丈夫かな」

『わかった。できるだけ早く帰るようにするよ』

「ごめんね……」

『謝らなくていい。俺の方こそ、すぐに帰れなくてすまない』

　彼は悪くないのに、美紅を気遣ってくれる優しさが嬉しい。

『暖かくして眠るんだよ』

「うん」

　彰史の声を聞いたおかげで、わずかに芽生えていた心細さが和らいでいった。

　美紅は、彼の帰宅を待ちわびるような気持ちになりながら、瞼をそっと閉じた。




　小さな物音で人の気配に気づき、直後に額にひんやりとした感触を感じた。

「ああ、ごめん。起こしたか」

　ベッドに腰掛ける彰史が、柔和な表情で美紅を見下ろしながら額に手を当てて体温を確認している。

　彼の顔を見た瞬間、美紅の中に安堵感が広がっていった。

「おかえりなさい」

「ただいま」

　微笑む美紅を見て、彰史が眉を下げる。

「熱、さっきよりも上がっていそうだね。ひとまず計ってみようか」

　体温計を受け取って計測してみると、一分ほどで【三十八度三分】と表示された。

「少し高いな。病院に行く？　明日は土曜だし、行くなら早めの方がいいだろう」

　時計は二十二時を指している。

　今から行くと時間外診療になるし、それなら明日の朝に受診する方がいいかもしれない。そう思った美紅は、首を小さく横に振った。

「じゃあ、このまま熱が下がらなければ明日は病院に行こう」

「うん……」

「なにか食べられそう？」

「……わからない」

　お腹は空いている気はするが、食べたいかと訊かれればそうでもない。悪寒は治まっているものの、今度はなんだか暑かった。

「寒くないなら、ゼリーの方が食べやすいかな。一応、おかゆか卵雑炊くらいならすぐに作れるし、スーパーでうどんの材料も買ってきたから、美紅が食べられそうなら作るよ」

「卵雑炊がいいかも……」

「じゃあ、作ってくるね。ここに飲み物もあるけど飲む？」

「うん、欲しい」

　ミネラルウォーターとスポーツドリンク、お茶と一〇〇パーセント果汁のりんごジュースや野菜ジュースまである。きっと、彼がスーパーで見繕ってきてくれたのだろう。

　その中からスポーツドリンクを選ぶと、彰史は美紅の身体を支えながら起こし、ペットボトルのキャップを開けてくれた。

　よく冷えたスポーツドリンクが喉を潤し、渇いた体内を満たしていく。水分を摂ったおかげか、ほんの少しだけラクになった。

「じゃあ、卵雑炊を作ってくるよ。美紅は休んでいて」

「うん、ありがとう」

　寝室から出ていく背中を見送り、布団を被り直す。

　正月明けということもあり、今週の彼は残業続きだった。忙しい中、きっと仕事を切り上げて帰ってきてくれたのだろう。

　申し訳なく思う反面、頼れる夫が傍にいてくれることが嬉しかった。

　そんなことを考えているうちにいつしか微睡んでいたが、不意にドアが開いて彰史が戻ってきた。

「できたけど、食べられそう？　それとも少し眠る？」

「大丈夫だよ、ありがとう」

　身体を起こせば、彼がベッドサイドテーブルにトレイを置く。小鍋の中の卵雑炊にはネギが散らされ、黄色い卵とのコントラストに食欲をそそられた。

「おいしそう」

「そう思ってもらえるならよかった。食べられそうだね」

　ベッドに座った彰史が、卵雑炊を器によそいながらどこか嬉しそうに瞳を緩める。彼はレンゲでそれを掬うと、ふぅふぅと息を吹きかけて冷まし、美紅の口元に差し出した。

「えっと……自分で食べられるよ？」

「俺がしたいんだ」

　甘やかすような声と笑みに、美紅の胸の奥が高鳴る。

　体調が悪い時にまでときめいてしまうなんて、自分の中にある恋心は重症かもしれない。なんて思いながらも、素直に口を開けていた。

「ん……おいしい」

　柔らかく煮込まれた雑炊は、出汁と卵の優しい香りと味がする。小口切りのネギがさっぱりとした風味を感じさせてくれ、味付けもちょうどいい塩梅で、とても食べやすかった。

「よかった。足りなければまた作るからね」

「そんなに食べられないよ」

　相槌を打ちながら、彰史はレンゲに卵雑炊を掬っては食べさせてくれる。

「ただの風邪なのに、なんだか至れり尽くせりだね」

「俺が体調を崩した時は、美紅が看病してくれただろう。こういう時は甘えてくれていいんだよ」

「いつも甘やかしてくれてるよ」

「じゃあ、いつもよりも甘えて」

　彼の優しい声はホッとする。

　ひとりでいた時には食事なんてどうでもよく感じていたのに、今は体調が悪いとは思えないほど食欲が湧いている。

　単純だな、と自嘲しつつも、美紅は卵雑炊を平らげた。

「ご馳走様。すごくおいしかった」

「よかった。食後のデザートは食べる？　バニラアイスを買ってきたんだ。りんごといちご、ヨーグルトもあるよ」

「そんなに買ってきたの？」

「美紅が食べられそうなものがわからなかったから、好きなものがある方がいいかなと思って。もちろん、無理に食べなくていいよ」

　いつものことながら、本当に気が利く夫である。

　バニラアイスもフルーツも好きだし、もし食欲がなくてもすり下ろしたりんごなら食べられたかもしれない。

　きっと、彰史はそんな風に美紅のことを考えながら選んでくれたのだろうと思い、喜びと同時に愛おしさが込み上げてきた。

「じゃあ、バニラアイスが食べたい」

「ああ、持ってくるね」

　トレイを手に出ていった彼が、程なくしてアイスクリームを持って戻ってきた。市販品の中では高価なメーカーのもので、美紅がたまに食べる大好物だ。

「彰史さん、甘やかし過ぎだよ」

「今日は特別だよ。体調が悪い時って食欲が湧かなかったりするし、少しでも食べられそうなものを用意してあげたかったんだ」

　彰史は『今日は特別』と言ったが、普段から甘やかされているのは間違いない。

　いつも以上に優しくされることに気後れしそうになったものの、甘くて冷たいバニラアイスは食べやすく、とてもおいしかった。

　アイスまで食べさせてくれた彼は、美紅に眠るように告げて寝室から出ていった。

　お腹が満たされた美紅は、自然と睡魔に襲われていく。

　気づけば眠っていたようで、次に目が覚めた時は真夜中だったが、抱きしめてくれている彰史の体温に安堵してまたすぐに瞼が落ちた。
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　うららかな日差しが窓から差し込む、穏やかな午後。

　グリーンに囲まれたフルールの二号店は、今日もたくさんの客で賑わっていた。

「それでは、ご注文を繰り返させていただきます。天使のブランマンジェがおひとつ、季節のフルーツと粉雪のパンケーキがおひとつ、カフェラテがおひとつ、オリジナルハーブティーがおひとつでお間違いないでしょうか？」

　ふたり組の女性客が笑顔で頷いたのを確認し、頭を下げてその場を去る。

　キッチンにオーダーを通し、空いたテーブルの片付けに行った。次いで完成した料理を運び、息つく暇もなく外で並んでいる客を店内に促す。

（今日は特にお客さんが多いなぁ。休憩はまだ取れないかも）

　美紅が体調を崩してから、ちょうど一週間。

　市販の風邪薬で充分だったのか、幸いにも翌日には熱が下がり、日曜日には普通に動けるようになったおかげでパートを休まずに済んだ。

　看病してくれた彰史にもうつることはなく、彼も普通に過ごしている。

（やっぱり今日も身体がだるいな……）

　けれど、美紅は今週に入ってから再び不調を感じていた。

　休みの日にはそうでもないのだが、パートがある日には疲労感がひどいのだ。

　回復したとはいえ、まだ病み上がりではある。さらには、年末年始の連休から半月程度しか経っていないため、多少は身体がなまっていることも考えられる。

　ただ、パートを終えて帰宅すると、家事をするのが億劫で仕方がなく、疲労感というには少しひどい気もしていた。

　仕事も家事も好きで、普段は特にストレスを感じない。もちろん、疲れている時には手を抜きたくなるが、それでもあまり億劫だと感じたことはなかった。

　中でも、彰史が喜んでくれることが嬉しくて料理は特に好きなのに、今は一番面倒に思うことすらある。

　仕事中も楽しむ気持ちがなくなり、業務をこなすだけで精一杯だった。

（病み上がりだからだと思うけど、やっぱり土曜に病院に行っておくべきだった？　処方薬をもらっておいた方がすっきり治ったかな……）

　熱は一晩で下がったし、土曜日の朝には軽いだるさしか残っていなかった。そのため、病院に行く必要はないと踏んだ。

　もしかしたら、その判断が間違っていたのだろうか。

（でも、明日と明後日は休みだし、ゆっくりすればいいよね）

　土日で身体を休めれば、きっとこのだるさも治るだろう。

　そう考えた美紅は、油断すれば消えそうな笑顔を忘れないようにして仕事をこなし、なんとか今日を乗り切った。




　ところが、翌週になっても美紅の体調は優れないままだった。

　熱はないし、しんどいというわけでもない。ただ、どことなく身体がだるい。

　起き抜けのような、運動したあとのような……。すっきり感のないだるさが続き、次第にストレスを感じ始めていた。

　水曜日の今日もパートだったのだが、必死に笑顔を繕って仕事をこなすだけで精一杯で、とにかく早く家に帰って休みたかった。

　買い出しも行かずに帰宅し、夕食は簡単に作れる煮込みうどんにした。

「美紅、まだ体調が優れないなら明日病院に行ってきたら？　土曜なら付き添えるが、それよりも早く行った方がいいだろうし」

　彰史は、そんな美紅を心配している。

　夕食の支度どころか、『家事は俺がするからできるだけ休んでいいよ』と言い、本当に実行してくれているのだ。

　その気遣いが嬉しい反面、ここ最近は料理も簡単にできるものばかりで、朝食に至ってはトーストと目玉焼きといったメニューが続いているため、申し訳なさが募っていた。

「でも、熱もないし、すごくしんどいわけでもないから」

　病院に行くほどかと言われれば、どうしてもそうは思えない。

　これまでにも、こんな風にだるい日が続くことはあった。

　受験勉強に勤しんだ日々、就職してからの三ヶ月、結婚してからしばらくの間……。最近では、引っ越しの頃がそうだった。

　結婚を機に仕事を辞めた頃以来の週五勤務と引っ越しが重なったため、あの頃はとにかく毎日疲れていて、泥のように眠った日も少なくはない。

　ただ、そんな時はいつも、時間とともに回復していく。そういった経験があるせいか、なおのこと病院に行くほどには思えなかったのだ。

　恐らく、美紅のように考える人はそう珍しくはないだろう。

「確かにそうかもしれないが、ずっとだるいとしんどいだろう？　それに、熱がなくてもなにかの病気かもしれないし、やっぱりできるだけ早く受診する方がいいと思うよ」

　彼の言っていることは間違っていないが、美紅にはどうしても大袈裟に思える。

　美紅にしては珍しく、今日は素直に頷けなかった。

「……じゃあ、もう少し様子を見ようか。でも、このままならちゃんと病院に行こう。その時は俺も一緒に行くから」

「うん……」

　渋々頷けば、彰史は「俺が片付けておくから」と言い、美紅をベッドに促した。美紅が謝れば、彼がいつも通りに優しく微笑む。

（彰史さんって本当に優しいなぁ）

　ひとりになった寝室でそんなことを考え、自身の不甲斐なさに嘆息した。

（会社でも優しいみたいだし、私だけじゃなくて両親のことも大切にしてくれるし……。そういえば、福ふく留とめさんもそう言ってたっけ……）

　ふと思い出したのは、彰史の元カノである福留燈とう子このこと。

　あれは、昨年のゴールデンウィークの頃。

　出先でたまたま出会った燈子からの言葉に嫌悪感を抱き、しばらくは彼女の言動に悩まされた。

　今はきちんと解決したし、その後はもう関わってもいない。

　燈子自身も反省したようで、仕事でシブサワ堂を訪れても彼に接してくることはなくなり、仕事自体もすでに無事に終わっているのだとか。

　だから、今さら気にする必要もない。

　にもかかわらず、あの時のことを思い出したせいか、すっかり忘れていた当時の気持ちが蘇り、モヤモヤし始めた。

（なんで今さらこんなこと思い出しちゃうの……）

　思わずため息が出る。

　あの件は、もうとっくに解決している。

　彰史が警察に通報することを考えていたと知り、そんな彼を止めたのは美紅自身である。

　当時、すべて水に流し、彰史との未来を大切に過ごそうと決めた。

　その気持ちに嘘はなかったし、現にこれまでに一度もあの件に触れることも、そして思い出して不満や不快感を抱くこともなかった。

　燈子に自らの想いを告げたことで自分の中にあったわだかまりを消化できたし、改めて彼と向き合って話せたことでまた信頼関係を築けたためである。

　それなのに、半年以上も経って蒸し返すように思い出してしまうなんて……。なんだか自分が女々しい人間のように感じてしまう。

　ましてや、彰史は美紅を気遣ってくれただけだというのに……。

　そんな夫に反して、彼に関する過去にモヤモヤしている自分の狭量さが嫌になる。

　過ぎたこと、もう解決したことを掘り返すような真似はしたくない。

　けれど、今、彰史が寝室に来たら、彼を責めてしまいそうな懸念すらあった。

　ただ、残念ながら、こういう時に限って不運とは起こりやすいもの。美紅の嫌な予感は的中し、彰史が静かに寝室に入ってきた。

「美紅、もう寝た？」

　囁くように問いかけてくる彼は、布団に潜っている美紅を気遣っているのが見て取れる。

　このまま眠っているふりをしていたかったが、心配してくれている彰史を前にさすがにそれは憚られた。

「……ううん、起きてるよ」

「喉渇いてない？　ここに置いている水はもう温くなっただろうし、スポーツドリンクを持ってきたんだけど」

　布団からそっと顔を出せば、彼が柔和な微笑を浮かべていた。いつもなら顔を見られて嬉しくなるのに、今はそんな気持ちは芽生えない。

「ううん、いらない……」

　意図せず、ぶっきらぼうな言い方になってしまった。すぐにハッとしたが、謝罪の言葉が出てこない。

　彰史の気遣いがありがたい。

　優しくしてもらえて嬉しいし、大切にしてくれていることへの感謝だってある。

　一方で、彼の態度がなんだか無性に癪に障る気がして、ご機嫌取りをされている気持ちにすらなった。

　こんなものは、ただの被害妄想でしかない。

　美紅が高熱を出した時、彰史は多忙だったにもかかわらず早く帰宅し、美紅の好きなものをたくさん買ってきてくれた。

　卵雑炊を作って食べさせてくれ、その翌日と翌々日は土日だったこともあって家事をすべて担い、美紅をゆっくり休ませてくれた。

　今週もずっと、今日のように美紅が少しでも早く休めるように思いやってくれている。

　こんなにも優しい夫は自分にはもったいないくらいで、不満なんてない。

　いつもはそう思っているのに、今日は厚意や優しさを素直に受け取れなかった。

　捻くれた自分自身が嫌になる。

　もし、彰史に嫌われてしまったら……と考えるだけで泣きそうになる。

　それなのに、今はなんだか一緒にいるとモヤモヤしたものが消えなくて、素直に『ごめんなさい』が出てこない。

　タイミングが悪かっただけとも言えるのかもしれない。

　体調が優れない日が続いてストレスになり、それ故に過去の嫌なことを思い出してモヤモヤし、心身ともに気分が悪くなっただけ。

　けれど、たとえそうであったとしても、言い訳でしかない。

　彼に八つ当たりをしていい理由にはならないし、むしろ悪いのは美紅だけである。

「美紅、もしかして結構つらい？　熱があるんじゃ──」

「平気……っ！　もう寝るね」

　自分自身に非があることはわかっているのに、伸びてきた手を避けるように咄嗟に言い放ち、布団に潜ってしまった。

（私、最低だ……。こんな態度でいたくないのに……）

「わかった。もしつらくなったら、いつでも起こして。スポーツドリンクは、水と一緒に置いておくから」

　美紅が子どもっぽい態度を取っても、彼はどこまでも優しかった。

（彰史さん……ごめんなさい……）

　心の中でなら謝れるのに、それを声にできない。

　そんな自分が嫌になって自己嫌悪に陥り、身勝手過ぎる苛立ちが募る。

（なんでこんなに可愛くない態度を取っちゃうんだろ……）

　彰史の前では、いつだって可愛い妻でいたい。

　結婚前からずっとそう思ってきたのに、時々こんな風に嫌な自分が顔を出す。

　どうしようもないことや些細なきっかけで、素直になれなくなってしまう。

「おやすみ」

　ベッドに入ってきた彰史が、いつものように美紅を抱きしめる。

　大きな手が頭や背中をそっと撫でてくれると、やっぱり安堵感に包まれる。

　けれど、自分の態度を顧みると自己嫌悪がさらに大きくなって、今夜は普段のように彼に身を寄せることができなかった。
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　一月も下旬に差し掛かる頃。

　しばらく体調が優れなかった美紅は、ようやく身体がすっきりと回復したのを感じて、朝からシーツを洗ったり布団を干したりと家事に勤しみ、パートに行った。

　帰宅後には早々に夕食の支度とお風呂を済ませ、ベッドに洗い立てのシーツをセットして清々しい気持ちになった。

（今日はちゃんと謝らなきゃ）

　先日の一件以来、美紅はずっと彰史に対して微妙な態度を取ってしまっていた。

　頭では自分に非があると理解しつつも、なぜか素っ気ない言動ばかりしていたのだ。

　体調がよくなった今は、どうして彼の前であんな振る舞いをしたのかがわからない。

　今日は朝から晴れていたのもあるのか、すっきりとした気分で過ごせた。しかし、昨日までの自分を思い返せば、今の自分との感情の落差に困惑してしまうほどである。

　どちらにしても、ここ数日の自身の言動についてはきちんと謝らなくてはいけない。

　そんなことを考えながら帰宅した彰史を出迎え、ふたりで夕食を摂り、彼がお風呂を済ませたあとでソファーに促した。

「あのね、彰史さん」

「どうかした？」

「あの……謝りたいことがあって……」

「謝りたいこと？」

「う、うん……」

　美紅は、少しの緊張を抱えて深呼吸をし、彰史の目を真っ直ぐ見つめた。

「その……ここ数日の私、すごく素っ気なかったでしょ？　彰史さんは私を気遣ってくれてたのにずっと変な態度を取ってたから、きっと何度も嫌な思いをさせてたよね……。本当にごめんなさい……」

　一拍置いた彼が、ふっと微笑を零す。

「ああ、改まってなにかと思えばそのことか」

　あっけらかんとしたような態度を見せられて、美紅はどう受け取ればいいのかわからなかった。

「俺の見立てでは、体調が優れない日が続いてしんどかったせいでイライラしているのかな、って思っていたんだけど……違う？」

「えっと……」

　美紅が言い淀めば、彰史が意外そうに目を小さく見開いた。

「あれ？　そうじゃなかった？」

「それも原因かもしれないんだけど……なんていうか、ちょっと福留さんのことを思い出してモヤモヤしちゃって」

「え？」

「あ、もちろん蒸し返そうとか考えてないよ？　そうじゃないんだけど、体調が悪い時にふと福留さんに言われたことを思い出して……。そしたら、モヤモヤして苛立ってきて、彰史さんに対して八つ当たりしたっていうか……」

　自分でも、自分が抱えていた感情を上手く説明できない。

「とにかく、嫌な態度を取ってしまってごめんなさい……。彰史さんは仕事が忙しくても早く帰ってきて私が少しでも休めるように気遣ってくれてたのに、私が勝手にモヤモヤして素っ気なくなってただけなの。彰史さんはなにも悪くないから……」

「えっと……確認なんだけど、美紅の中であの時のことがまだわだかまりとして残っているってことはある？」

　様子を窺うような表情を前に、必死にかぶりを振る。

「それは本当にないよ！　あんな態度だったから説得力はないかもしれないけど、これまでは本当にもう気にしてなかったし、蒸し返そうとも思ってなかったの」

「要するに、ふと思い出してモヤモヤしたけど、別に不満だったり怒っていたりしたわけじゃないってことだよね」

　今度は首を大きく縦に振れば、彼がクスッと笑った。

「なんだ、そういうことか」

　腑に落ちたらしい彰史の顔は、すっきりしたように見える。

「……怒ってないの？」

「いや、別に怒ってはいないよ。美紅が不機嫌なのは体調が悪いせいかと思っていたけど、だとしてもああいう態度を取るなんて美紅らしくないなとは感じていたんだ。だから、美紅の体調がよくなったらちゃんと話し合いたいとは思っていた」

「そうだよね……。でも、本当に気にしてたとかじゃなくて、たまたま思い出したら気になって……嫌な気持ちを上手く消化できなかったんだと思う」

「うん」

「だから……彰史さんに嫌な態度を取ってたけど、彰史さんに不満があるとか彰史さんが悪いとかじゃなくて……。とにかく、本当にごめんなさい」

「もう謝らなくていいよ。理由がわかってすっきりしたし、美紅の中でわだかまりが残っているなら別だけど、俺は気にしていないから」

「本当に？」

　すんなり許してもらえてホッとした反面、それはそれで申し訳なくなる。

「ああ、本当に怒っていない。だいたい、過去の嫌だった出来事を思い出してモヤモヤしたり苛立ったりすることなんて、きっと誰にでもあるよ。俺だってあるし」

「そうなの……？　でも、彰史さんは私に八つ当たりしたりしないし……」

「人間なんだし、当たり前だよ。トラウマってわけじゃないけど、嫌だった経験を思い出して気持ちがマイナス方向に引きずられることくらいある。美紅に八つ当たりしないのは、ただのプライドだよ」

「……だとしても、ひどいことしちゃったから」

「大袈裟だな」

　彰史は自嘲交じりの笑みを零し、美紅の頭をポンポンと撫でた。

「俺から見れば、あれくらい可愛いものだよ。怒鳴ったり泣き喚いたりするわけじゃなかったし、なんていうか拗ねているみたいで可愛かったくらいだ」

　美紅は安堵しつつも、子ども扱いされている気がして複雑な気持ちにもなった。

「今回は、美紅は体調が悪かったせいで負の連鎖になっただけだよ。俺は最初から怒ってないし、別に嫌な思いもしていない。だから、もう気にしなくていい」

　けれど、きちんと話し合えたことも、彼が美紅を見守るようにしてくれていたことも、とても嬉しかった。

　やっぱり、こんなにも素敵な旦那様は他にはいないだろう。

「じゃあ、仲直りってことで」

　にっこりと笑った彰史が、美紅の唇に自身のそれを重ねる。

　寝起きにも、見送りの時や帰宅時も、いつも通りキスはしていた。

　ただ、微妙にぎこちない空気が漂っていた今朝までとは明らかに違う。

　優しい幸せを感じられる、温かいくちづけだった。

「仲直りって言っても、喧嘩をしていたわけでもないんだけどね」

「うん、そうだね……。私が勝手にモヤモヤしてただけだもん」

「そのわりには、キスには応えてくれていたけどね」

「だって……」

　素直になれなかったが、キスは拒みたくなかった。モヤモヤしていようが、苛立っていようが、彼のことは変わらずに大好きなのだから。

　クスッと笑った彰史が、美紅の身体を引き寄せて自身の膝の上に乗せる。

「それで、体調は本当にもう大丈夫？」

　美紅は一瞬たじろぎつつも、彼にされるがままでいた。

「うん。昨日までだるかったのが嘘みたいに、今日はすごくすっきりしてるよ」

「そうか。じゃあ……」

　彰史の手が美紅の頬を撫で、真っ直ぐな双眸を向けられる。

「もっと美紅に触れたいんだけど」

　直後、スッと眇められた目に色香が混じり、美紅を心ごと射抜いた。

　返事は〝ＹＥＳ〟しかない。彼はそれをわかっていて、美紅の返事を待っているだけ。

　そう悟った美紅は、瞼を閉じて彰史の唇を奪いにいった。

　重ねた唇をすり合わせ、見知った感触を味わうように彼の唇を啄む。やわやわと食み、ゆっくりと押し当て、舌先でぺろりと舐める。

　甘えるようなキスを繰り返しながら、彼の首に手を回してぎゅうっと抱き着いた。

「急に甘えん坊に戻ったね」

「うん……」

　自分が悪かったとわかっているが、日課のキスだけの日々は寂しかった。

　彰史は、美紅の態度から空気を読み、美紅の体調を気遣い、必要以上にスキンシップを取っていなかっただけだとわかっている。

　その分、必然的に身体を重ねることもなければ、キスも最低限だけになっていて、心はぽっかりと穴が開いたようだった。

　我ながら、なんとも身勝手な話だ。

　けれど、一度甘えてしまえば、そこに身を委ねるのは簡単だった。

　まるで、自分の居場所に戻ってきたような安心感と温もり、そして彼だけにしか抱けない甘い多幸感が、胸の奥から湧き上がってくる。

「今日は私がするね？」

「いいけど、やけに積極的だね」

「ん……」

　頷きながら顔を傾け、唇を重ねる。

　さきほどのように唇を啄めば、彰史も同じように食んでくる。

　心地好くてホッとして、少しだけドキドキする。知っている感覚に包まれた途端、もっと奥深くまで近づきたくなる。

　舌先でツンとつついた唇が開かれると、間髪を容れずに舌を差し込んだ。くすぐるように舌を舐め合い、いたずらに絡ませては離し、また結びにいく。

　歯列をなぞれば、お返しとばかりに上顎をこすられて。美紅も同じようにすると、彼の舌の動きがいっそう艶めかしくなっていく。

　唾液を交換し合うようなキスは激しさを増し、ぴちゃぴちゃと淫靡な水音が響いていた。

（手も動かさなきゃ……）

　今日は自分がすると言った以上、こちらから仕掛けなくてはいけない。わかっているのに、ぼんやりとしていく思考が甘美なくちづけに夢中になる。

「美紅からしてくれるんじゃないのか？」

　そんな美紅に痺れを切らしたのか、唇を離した彰史が瞳を緩めた。

「うん……。触るね？」

「ああ」

　彼のスウェットの裾から差し込んだ手を、鍛えられた腹筋から隆起した胸部に伸ばす。

　硬く男性らしい筋肉とは裏腹に、肌はスベスベとしていて触り心地が好い。

　素肌が見たくなって服を捲れば、彰史が両手を万歳するようにして脱がせるのを手伝ってくれた。

　剥き出しになった上半身に吸い寄せられ、うっとりとした気持ちで顔を近づける。刹那、美紅の唇で触れた彼の身体がピクリと反応した。

　彰史はくすぐったそうにしていたが、胸板をたどるように舌を這わせれば再び身を跳ねさせた。

　舌に合わせるようにして動く身体が愛おしくて、美紅はねっとりと舐め上げてみせる。胸の突起をつつけば、彼の唇から熱い息が零れた。

　声は出していないものの、ささやかながらも快感が芽生えたのだろう。

　右側の先端を舌で舐めたり吸ったりし、もう片方には左手を伸ばす。

　親指の腹で撫でて、クルリとこするようにし、時には爪で軽く引っかいて。舌と指で悪戯に弄び、刺激を与えていく。

　右手は腹部をたどって、スウェットを纏っている下肢に行きついた。

「ハッ……」

　興奮と期待を噛み殺すような吐息が、頭上から降ってくる。

　そこから生々しい欲を感じ、美紅の下腹部がじんっ……と熱くなった。

　布越しの雄の化身はまだ姿こそ変えていないが、確実に微かな硬さが伝わってくる。

　そこを愛でるようにクルクルと撫で、ゆったりとした仕草で上下にこすれば、程なくして芯を持ち始めた。

　彰史の喉が上下に動き、美紅もつられて唾液を飲み込む。

　美紅の唇からは甘い吐息が漏れ、隠し切れない愛欲に誘われるように右手に力を込めた。

　息を吐く彼をもっと乱したくて、手のひら全体で包むようにしながら撫で、指で揉む。

　緩急をつけると喜悦が膨らんだのか、彰史が眉間に皺を寄せた。彼の様子を窺いながらスウェットに手を入れ、ボクサーパンツ越しに雄芯をこすり始める。

「直接、触るね？」

「ッ、ああ……」

　次にすることを予告すれば、彰史が熱っぽい目で見てきた。

　美紅がソファーの下で膝立ちになり、スウェットとボクサーパンツを脱がせようとすると、彼が腰を浮かせてくれた。

　いつもは自分だけ服を脱がされ、彰史は一糸乱れぬ姿でいることの方が多いのに、今夜はまったくその逆である。

　目の前の光景にドキドキして、悪戯な気持ちが芽生えてきた。

　再び雄幹に手を伸ばせば、そこはすっかり硬くなっていた。

　美紅は息をふぅっと吹きかけると、手を軽く上下させながら舌を這わせていく。

　ぷっくりと膨らんだ先端を舐め、芯を持った刀身をツツッ……とたどり、柔らかな部分もなぞってから上に戻る。それを何度も繰り返しているうちに、彼の息が乱れていった。

「くっ……！」

　程なくして唾液に塗れた熱芯を口内に迎え入れれば、頭上から悦楽を噛み殺すような声が落ちてきた。

　美紅が手や舌で愛撫するたびに、腹筋がピクピクと痙攣するように動く。熱芯はさらに硬く逞しくなり、頭をもたげるように天井に向かう。

　そそり勃った杭は美紅の口腔を埋め尽くし、美紅は口いっぱいに広がる彰史の欲望を咥えたまま頭を上下させた。

　歯を立てないようにしながら舌を纏わせ、口をすぼめて吸い上げる。手も上下させ続け、絶え間なく愉悦を注入していく。

　丁寧に、しっかりと、けれど激しく。

　結婚してから少しずつ覚えた彼の弱点を責め立てていけば、情欲に満ちた屹立はいっそう膨らみ、今にも精を吐き出しそうにビクッと震える。

「美紅……！」

　刹那、彰史が美紅の肩を押すようにし、小さな口から熱を纏った分身を抜いた。

「あっ……」

　思わず声を漏らした美紅に、彼は悩ましげに微笑む。

「すごく気持ちよかったけど、出すなら美紅のナカがいい」

「……うん、そうだね」

　惜しい気持ちになりつつも、一応は妊活中だったことを思い出す。

　美紅は立ち上がると、わずかな羞恥を抱きながらもショーツを脱ぎ、ワンピースタイプのルームウェアを捲った。

「おいで」

　もう一度彰史の膝に乗り、逞しい熱塊に下肢を押しつけるようにした。

「ふっ……ぁ、ッ……」

　今日はまだ、なにもされていない。にもかかわらず、秘部はうっすらと蜜を零していた。

　彼の首に腕を回し、下肢をこすりつける。硬い滾りであわいが刺激されると、柔毛に隠れた敏感な部分が刺激された。

　甘く密やかな愉悦に、美紅の唇からは吐息交じりの小さな嬌声が漏れる。

　その様子を見ていた彼が、間を置かずしてたわわに実った双丘に手を伸ばした。

「ん、あっ……ンッ」

　いきなりグッと掴まれて背中を仰け反らせてしまうが、すかさず彰史の左手が背後に回された。

　後ろに倒れそうだった身体が支えられて、ホッとしたのも束の間。

「あんっ！」

　唇の端を持ち上げた彼が、ルームウェアの上から胸の先端を飾る左側の果実を食んだ。

　次いで歯が立てられ、口内に含まれる。布越しの甘噛みがじれったいのに、こすり合わせている蜜口がキュンキュンと轟き、花蜜がとろりと溢れ出した。

　期待とともに、快感が膨らんでいく。

　今日はリードするつもりだったはずの美紅は、いつの間にか形勢逆転していることに気づきながらも、植え込まれていく喜悦を受け入れてしまう。

「美紅、もっと腰を動かして」

「ん、ぅん……」

　頷いて、必死に腰を前後に振る。

　どちらのものかわからない体液が混ざり合い、グチュッと淫靡な音が鳴っている。

　淫らな水音と空気が濃くなり、リビングはふたりの欲を煮詰めたような濃密な雰囲気に包まれていった。

　彰史が美紅の乳房や突起をいじくり、美紅が下肢をこすりつける。

　快楽はすぐに大きくなったが、それだけでは物足りなかった。

　美紅が吐息交じりに啼けば、彼の手がルームウェアを捲ってくる。豊満な膨らみがあらわになり、ツンと尖った花粒に外気が触れた。

「勃っているね。ほら、いつもはピンクなのに、ちょっと赤くなっているよ？」

　思わず視線を下げれば、薄桃色の先端が食べ頃の実のように色づいていた。

　一拍置いてそこは彰史に食べられてしまい、美紅の視界から消える。同時に、甘い痺れが走った。

　直接舌でねぶられると、もうたまらなかった。

　今日は彼にろくに触られていなかったせいか、瞬く間に愉悦が駆け抜けていく。

　一気にお腹の奥が寂しくなって自らルームウェアを脱ぎ捨て、思わず陰唇をグリグリと押しつけるようにしながら腰を揺らめかせた。

「もう、ちょうだいっ……」

「今日は美紅がしてくれるんだろう？」

　おねだりを軽くあしらわれて、美紅は甘切なさを抱く。

「……意地悪」

「まぁこれは意地悪かもしれないね。でも、早く欲しいのは俺も同じだよ」

　普段なら、恥ずかしくてすぐには動けなかったかもしれない。それなのに、今夜は羞恥が芽生えず、本能のままに腰を浮かせていた。

「んぁ、ッ、あぁ……」

　そそり勃つ昂ぶりに手を添え、はくはくと震える秘孔にあてがう。

　すると、ぬかるみが待ちわびていたように戦慄き、透明な液が美紅の太ももを伝い落ちていった。

　美紅が息を細く吐きながら腰を落とせば、蜜を纏った熱刀が姫筒に押し込まれていく。

　キャパシティーをオーバーしそうなほどの質量に圧迫されるようで、無意識に息を詰めてしまう。

「ッ……美紅、息……止めないで」

　彰史が苦しげに眉をひそめ、美紅の腰を撫でる。

「ふっ、あぁ……」

　美紅は必死に呼吸をしながら、自らの体内をこじ開けるように腰を沈めていく。そのままゆっくりと雄杭を隘路に迎え入れた。

「クッ……ぅ、っ」

　柔襞を掻き分けるように奥へと挿ってくる楔が大きくて、最後まで腰を落とせない。

「美紅……あと少しだよ？」

「わかってる、けど……もう、ッ」

　意地悪く囁かれ、美紅が瞼を閉じて眉を寄せる。

　今日は蜜路を解されていない。そのため、いつも以上に抵抗感があり、これ以上受け入れるのが少しだけ怖かった。

「……仕方がないな」

　どこか愉しげな声が鼓膜に届いた直後、ガツンッ……と大きな衝撃が脳天を突いた。

「ひぅッ……!?」

　美紅の視界に、チカチカと光が舞う。

　喉を仰け反らせた反動で下肢にも振動が伝わり、愉悦が弾けてしまいそうだった。

　明滅する瞼の裏を落ち着かせたくて目を閉じ、息をゆっくりと吐く。少しの間を置いて、なんとか呼吸が整い始めた。

「美紅、全部挿ったよ？」

　ほら頑張って、と耳元で囁かれ、耳朶に舌が這わされる。それだけでゾクゾクして、腰が勝手に揺らめき始めた。

　クスリと笑われた気がしたが、今はどうでもよかった。

　そんなことよりも、彼に早く気持ちよくなってほしくて、自分の中にも甘やかな法悦が欲しくて。

「アンッ……あぅっ、ッ……いいっ……」

　震えそうな脚で身体を持ち上げ、奥まで届くように腰をズンッと落とした。

　律動が始まれば、あとは勝手に全身が動く。

　彰史の硬い胸板に豊満な乳房を押しつけて先端をこすり、腰を前後に揺らすようにして抜き挿しする。

　熱く滾った刀身を押し込めば、蜜壁がきゅうきゅうと食い締める。雄の欲望を呑み込もうと歓待するようで、それでいて甘苦しさに抵抗するようでもあった。

　自ら動いていると、自分のペースで快感を掴みにいける。一方で、どうしても加減してしまい、一定の激しさでとどまってしまう。

　しばらく身を任せていた彼は、美紅の律動に焦れ始めたのか、不意に腰をゆるりと動かした。

「アッ……！　だめぇっ……」

「でも、じれったいよ。このままだと、お互いにイけないだろう？」

　確かに、彰史に言う通りだった。

　気持ちいいのに頂には程遠く、淡い快感ばかりでは物足りないと身体の奥から訴えられている。そして、彼も同じなのはわかっていた。

「ね？　動いてもいいだろう？」

「ん、やぁ……」

「嫌じゃないよね？　浅いところと奥、それとお腹の裏側……美紅の好きなところを全部、いっぱいこすってあげるよ？」

　淫蕩な誘惑が、美紅の鼓膜と心をくすぐってくる。

「俺ので、全体をこすって、奥をいっぱい突いて、イかせてあげるから」

　いいよね？　と尋ねられた直後、美紅は腰を揺らめかせたまま首を縦に振っていた。

　クスッと笑った彰史が、美紅の唇を塞ぐ。

　ねっとりと舌を搦めながらキスを深めていき、同時に蜜筒を解すように腰を動かし続けた。

　緩慢な律動はじれったいのに、姫襞が緩んでいくのがわかる。ただ食い締めるだけだった蜜洞の動きが変わり、まるで熱芯をねぶるがごとく甘く強く轟き始めた。

「ナカ、柔らかくなってきたね」

　彼が気持ちよさそうに目を細め、美紅はその色っぽい表情に胸を高鳴らせる。

　あやすような抽挿が気持ちよくて、絶えず甘えるような甲高い声が漏れ出る。

　いつしか、美紅自身も腰を躍らせていた。

　優しい喜悦と彰史の艶めかしい面持ちを前に、うっとりと陶酔しているさなか。

「ひぁああんっ！」

　突然、彼が最奥を穿つように勢いよく熱杭を打ち込んだ。

　穏やかさすら感じられた悦楽が急激に力を増し、強く激しいものへと変貌する。

　内襞を捏ねられ、縦横無尽に蜜窟を引っかき回されて。ぐちゅんっ、グチュッ……と淫らな音を奏でながら、何度も怒張をねじ込んでくる。

　甘くて切ない痺れが全身を駆け巡り、血液が逆流するような感覚に襲われた。

　対面にいる彰史は、まだ余裕そうにも見える。

　反して、自分の意思を差し置いて彼の上で踊らされている美紅は、法悦の果てが目の前まで迫ってきていた。

「やぁっ、んっ……アッ、ああっ」

　飛び散る自分自身の声が、どこか遠くで聞こえている気がする。

　けれど、叩き込まれる淫悦は鮮明で、美紅の全身に甘い疼痛を押し込んでくる。

　快楽の波が押し寄せる。

　苦しくて身体は逃げようとするのに、骨ばった両手で腰を掴まれて思うように動けない。

　喘ぎ悶える美紅の全身は総毛立つような感覚に包まれ、責め続けられた蜜道はきゅうきゅうとうごめいている。

　限界が近いことがわかるほどの蠢動に、彰史はさらに激しく剛直を突き上げた。

　蜜襞をぐちゃぐちゃに嬲られ、蜜源をトントンと叩くように抉られる。絶えず押し込まれる刺激で逃げ場を失った美紅は、濁流のような快楽の中に追い詰められていく。

　四肢が戦慄き、指の先までじんじんと痺れ、脳芯が真っ白になって……。

「ああっ……イっちゃ……！　ぅあ、あああぁぁぁッ──」

　為す術もなく愉悦の海で溺れ、白い喉を大きく仰け反らせた。

　結合部から愛蜜が飛び散った直後、膨張し切った雄刀がビクンッ……と脈打つ。一秒も経たずに欲が放たれ、最奥に精を叩きつけられた。

「ぁ……ん、ッ」

　艶めかしい感覚に、美紅は吐息を漏らしながら身体をふるりと震わせる。妖艶にも見える表情に、彰史が喉をごくりと鳴らした。

「美紅」

　彼は、ぐったりとしている美紅の頬や額に唇を寄せ、瞼にもキスを落としていった。

「もう一回、いい？」

「え？」

　美紅が目を小さく見開くと、彰史が瞳をたわませた。

　艶のある微笑は、それだけで美紅の心を掌握してしまう。頭で考えるよりも先に、美紅は簡単に頷いていた。

「じゃあ、今度は後ろからがいいな」

　美紅の身体を持ち上げた彼は、とろけた蜜孔から自身を抜いた。

「前からじゃないの……？」

「だめ？」

「ううん」

　美紅自身は、顔を見て抱き合える方が好きだ。けれど、彰史が望むのなら叶えてあげたい。

　そんな気持ちで背中を向けると、立ち上がった彰史からソファーで膝立ちをするように命じられた。

　美紅はソファーの上で言われた通りにし、背もたれに手をつく。

「それから？　どうすればいいかわかるよね？」

「う、うん……」

　思考が冷静に戻り始めた今、自ら誘惑するような体勢になるのは恥ずかしい。

　反して、眇めた目で見つめられていると、羞恥よりも期待と高揚感が勝っていく。

　たじろいでいた美紅は、程なくしてまろみを帯びたお尻を突き出し、彼を迎え入れやすいように高く持ち上げた。

「いい子だ」

「んっ……」

　背中にチュッとくちづけられて、思わず首を竦めてしまう。ゾクッとした微かな痺れが、美紅の愛欲を再び呼び起こした。

「挿れるよ？」

「うん……ちょうだい」

　素直に訴えれば、背後で彰史が笑った。

　彼は手を添えた剛直を割れ目にあてがうと、軽く腰を揺らして上下させる。蜜と精が混じったものが熱刀を包み、あっという間に滑りがよくなった。

「はぁ、ッ……早く……」

　先に焦れたのは、美紅の方だった。まだ楔の形や感覚がしっかりと残っている蜜筒が寂しくなり、愉悦を待ち切れなくなったのだ。

「今日の美紅は、いつも以上に積極的だね」

「だって……」

　眉を寄せて振り返った美紅の目が、熱に浮かされたような視線とぶつかる。

　その瞬間、胸の奥が甘やかに締めつけられた。

　自分と同じように彼も焦れているのだとわかり、ドキドキと高鳴る鼓動とともに高揚感が大きくなっていく。

　早く欲しくて、もう待ち切れなくて……。

「アッ……」

　美紅はさらにお尻を突き出し、快楽をくれる雄芯を迎えに行った。

「ッ……本当に、美紅は──」

　可愛いよ、と言われた気がした。

「ああぁっ……！」

　けれど、同時に怒張を突き立てられてしまい、きちんと聞き取ることはできなかった。

　柔襞が熱杭にきゅうきゅうとしがみつく。解されてとろけたままだったのに、待ちわびていたせいか激しく轟いている。

　まるで、決して逃がさないと言わんばかりだった。

「ハッ……こら……。そんなに締めつけないで……」

「っ、そんなの、してな……」

　美紅にしてみれば、そんなことを言われても困る。雄の昂ぶりを受け入れた内壁は、美紅の意思とは関係なく蠢動しているのだ。

「でも、ほら……このままだと、美紅が締めつけるせいで動けないよ？」

　優しい囁きが耳朶を撫で、耳の形をたどるように舌が通っていく。ねっとりと舐められて、淫靡な水音がぴちゃぴちゃと響けば、美紅の背筋がゾクゾクと粟立った。

「んんっ……！」

「ここも弄ってあげるから、力を抜いてごらん」

「やぁんっ」

　背後から前に回された手がたわわに実った乳房を掴み、指先が先端を摘まみ上げる。

　力を抜くように言いながらも、喜悦を与えてくるなんて……。

「ひっ、あぁ……いじわるっ……！」

　相変わらず、こういう時の彰史はたちが悪い。

「だから、いつも言っているけど、これは意地悪じゃないよ。可愛がっているだけだ」

　反して、彼自身は涼しげに言ってのけるだけだった。

「ァ、んっ……ふぁっ」

　絶え間なく突起をクリクリといじくられ、鋭敏な刺激に背中を反ってしまう。

　赤く色づいたふたつの小さな果実は、甘やかな痺れを与えられたことによってさらに過敏になっていった。

　彼は、悦楽に溺れていく美紅をうっとりと見つめ、腰をゆるゆると動かしている。

　きつくすぼまっていた蜜窟は、ただ締めつけるだけではなくなり、緩急をつけるように甘切なくうごめき始めた。

「あぅっ……いい……」

「うん、気持ちいいね」

　優しい囁き声、背中にのしかかる心地好い重み。折り重なる汗ばんだ肌、可憐な先端への愛撫。そして、丹念に引っかかれている姫襞。

　すべてが気持ちよくて、身体が感じているもの以外はどうでもよくなっていく。

　美紅は、頬を紅潮させながら瞼を閉じ、快楽を味わうように腰を躍らせていた。

　自らも動けば、自分の好きなところを刺激できる。

　彰史自身も、美紅の弱点を優しく突いてくれる。

　蜜壁を捏ねるようにしたり、襞を掻き分けるようにこすったり、時に激しく掻きむしったり……。絶えず方法を変え、甘く淫らな抽挿で美紅を追い詰めようとしている。

　たった数ミリであっても、隔てるものがないだけで刺激はより熾烈になり、得も言われぬ法悦が押し寄せてくる。

　それを貪る美紅は、嬌声も腰も止まらなかった。

「美紅の、ナカ……とろとろだ……」

「アッ、あんっ……ひうっ」

　全身がぐちゃぐちゃに乱れる様は、きっとみっともない。けれど、愛する彼だけには見せられる。

「ここ、ッ……もっと、いっぱい突いていい……っ？」

　蜜源の奥地をトントンとあやすように突かれて、柔壁が熱塊を食い締めるようにうねる。

「ふぁっ、ああんっ」

「一番、奥……ここに、全部出すよ？」

　淫靡な言葉に鼓膜を侵され、思考が白み始める。

　グチュッ、グチャッ……と淫らな水音を立てる結合部からは、混ざり合ったふたりの体液が零れ、互いの肌とソファーを汚していった。

　彰史の一挙手一投足で、美紅は頂へと一歩一歩押し上げられていく。ソファーを掴む手に力がこもり、下腹部に溜まった熱と愉悦が今にも弾け飛んでしまいそうだった。

「ああっ……もう、ッ、だめぇ……」

　イヤイヤをするように髪を振り乱しながら首を振り、必死に限界だと訴える。すると、彼はより強く腰を打ちつけ、法悦をねじ込むように律動を速めた。

「ひぃっ、ああっ！　やあぁっ……」

　美紅の視界が滲む。

　ぐちゃぐちゃに掻き回される蜜壁が甘苦しくて、じんじんと痺れる脳芯が痛いくらいなのに……。彰史の腰つきはさらに過激になり、最奥を穿つようにガツガツと抉った。

　凶暴な切っ先が脆弱な体内を蹂躙し、激しい淫悦で満たし尽くしていく。

　捏ね回され続けた双丘の花粒は腫れるほどに勃ち上がり、そこに注入される快感はすでに拷問のようでもあった。

「もっ、ぁ……やぁ……」

　かぶりを振っているのに、彼の激情は止まらない。

　淫らな刺激を愉しみ、美紅を壊すような勢いで姫洞を撹拌する。

「ひぁぁっ……ああぁぁっ……」

　苦悶の表情で喘ぎ悶える美紅は、ついに快感の高みへと昇りつめた。

　四肢が痺れて戦慄き、背中が大きく反る。美紅が天井を仰いで全身をガクガクと震わせるさなか、彰史はとどめとばかりに充溢した屹立を叩き込んだ。

「ぅぁ……!?　ッ、あああぁぁぁッ──！」

　立て続けに最果てを見せられて、美紅は暴れるほどの勢いで腰をのたうたせる。

「クッ……はぁ、ぅ、ッ──！」

　彼はその刺激に奥歯を噛みしめ、ぶるっ……と大きく胴震いした。

　雄の欲が迸り、白濁した飛沫を吐き出す。蜜襞にしごかれ続けた熱芯は、ビクンビクンッと震えていた。

「ふぅ、ぁ……」

　美紅の身体が歓喜に震え、うっとりとした声を漏らす。

　彰史は手を伸ばして美紅の顔を振り向かせると、淫靡な空気が溶け込んだリビングで優しく唇を重ねた。







六








　チラチラと雪が舞う、バレンタインデーの夕方。

（間に合ってよかった……！）

　美紅は、キッチンの片隅でホッと息をついた。

　今日はパートが休みだったため、朝からゆっくりバレンタイン用の夕食とお菓子を作る予定だった。

　ところが、早朝に店長から着信があり、『スタッフがインフルエンザになったから代わりに出てもらえないか』とお願いされ、急遽出勤することになった。

　そのせいで予定していた料理は作れなかったが、なんとか彰史の帰宅には間に合った。

　エビグラタン、ポトフ、シーザーサラダ、人参のマリネ、そしてチョコレートケーキ。

　一から作る予定だったビーフシチューは諦め、シーザーサラダは市販のドレッシングに頼ったものの、エビグラタンとポトフは手作りした。

　特に変わったことはできなかったが、エビグラタンのマカロニはハート型のものを使い、ポトフの人参もハートのクッキー型で繰り抜いた。

　子ども騙しでも、それなりに可愛くできたと思う。

　チョコレートケーキも、スポンジから手作りした。

　生地にはココアパウダーを練り込んで焼き上げ、クーベルチュールチョコレートで拵えたクリームは美紅の母親直伝のラム酒入りのものだ。

　半分にスライスした生地にマーマレードジャムを薄く塗っていちごを挟み、全体をチョコクリームで包んで、いちごとハート型のホワイトチョコレートで飾り付けをした。

　帰宅から三時間でこれだけ作れれば、上出来過ぎるくらいだろう。

「ただいま」

「おかえりなさい」

　テーブルの上にすべての料理が揃ったところで、ちょうど彼が帰ってきた。今日は出迎えられなかったが、テーブルの傍でキスを交わす。

「ご馳走だね。急に仕事になったのに、これ全部作ったの？」

　彰史が家を出たあとで店長から連絡が入ったため、彼にはメッセージを入れておいた。

　事情を知っているからこそ、彰史は驚いたのだろう。

「うん。すっごく急いで作ったの」

　帰宅して真っ先にケーキの生地を準備し、それを焼いている間にエビグラタンとポトフの下拵えを。焼き上がったスポンジを冷ます傍らでポトフを弱火で煮込み、同時進行でシーザーサラダと人参のマリネを作った。

　そして、ついさきほどエビグラタンを焼き、その隙にチョコレートケーキのデコレーションを済ませたのだ。

　少しだけ得意げに説明する美紅に、彼はクスッと笑った。

「頑張ってくれてありがとう。嬉しいよ」

　優しい笑顔を向けられて、口元が綻んでしまう。帰ってきてからは座る暇もなかったが、頑張ってよかったと心から思えた。

　すぐに部屋着に着替えた彰史とテーブルを囲み、他愛のない会話とともにバレンタインディナーを楽しんだ。

　彼は、いつも通り何度も「おいしいよ」と褒めてくれる。そのたびに、美紅は心がくすぐったくなるような喜びを抱いた。

　食後にはアールグレイティーを淹れ、チョコレートケーキに舌鼓を打った。濃厚なチョコレートクリームに、甘酸っぱいマーマレードジャムといちごがアクセントとなり、紅茶とよく合う。

　ケーキはさすがに食べ切れなかったが、ふたりは「満腹だね」と笑い合った。

　プレゼントとして用意したマフラーも喜んでもらえ、美紅は幸福感に満たされていた。

「彰史さん、先にお風呂に入ってきて」

　美紅が片付けを始めると、彰史もすかさず食器を運んでくれたが、疲れているであろう彼に「ここはいいから」と笑顔を向ける。

「一緒に片付けた方が早いから。それに、ケーキまで手作りしてくれたんだし、これくらい俺がやるよ」

「いいよいいよ。彰史さん、疲れてるでしょ」

「それはお互い様だよ。美紅だって今日はパートに出ることになったんだし、手の込んだ夕食まで用意してくれたんだから」

　結局、ふたりでキッチンに立ち、片付けを済ませることになった。




　それから一時間が経つ頃、美紅と彰史は仲良く湯船に浸かっていた。

「この入浴剤、店長にもらったんだ」

　ミルクを注いだような白濁色の湯から、バラの香りが立っている。オイルも入っているため、肌が滑らかになった気がした。

「いい匂いだよね」

「ああ。香りがきつ過ぎないし、アロマオイルみたいな感じがする」

「確かにそうかも。これ、シリーズで色々あったはずだから今度買ってみようかな」

　コスメブランドが展開するこの入浴剤は、定番の五種類に加えて季節ごとの限定の香りが二種類ある。

　少し高価なため、日常的に自分で買うことはないが、ちょっとしたご褒美や贈り物に人気の商品だ。

「今度一緒に買いに行こうか」

「いいの？」

「ああ、もちろん」

「ありがとう！」

　美紅が満面の笑みで振り返れば、彰史が優しい笑顔を返した。

　そのまま自然と唇を重ねたふたりは、どちらからともなく唇を開き、戯れのようなくちづけを繰り返す。キスはあっという間に激しくなり、その先に進むことを暗に語っていた。

「お風呂でするの？」

「だめ？」

「……だめじゃない、けど……」

　瞳を伏せた美紅の顔に、わずかな羞恥が浮かぶ。

　結婚してから三年以上が経つとはいえ、やっぱりバスルームでの行為は恥ずかしい。

　明るいせいで身体の隅々まで見えること、声が必要以上に反響すること、そのせいで余計に乱れてしまうこと……。とにかく、どれを取っても羞恥心が湧いてしまう。

「じゃあ、抱きたい」

　けれど、彼から真っ直ぐに求められてしまえば、心は簡単に懐柔される。美紅は照れくさそうに微笑み、唇へのキスで応えた。

　それが合図だったように、再びくちづけが始まる。

　互いの唇を啄み、甘ったるい戯れを繰り返す。振り向いている美紅は、少しだけ苦しい体勢ではあったが、キスを重ねていくにつれて気にならなくなっていった。

「最近……ンッ……たくさんしてる、よね……」

「そうだね」

　唇が解けた合間に尋ねれば、彰史が瞳を緩めて頷く。

「ね、ッ……お風呂でするの……多くないかな？」

　美紅が先日の自身の振る舞いについて謝罪してからは、以前のようにまた身体を重ねることが増えた。

　寝室のベッド、リビングのソファー、キッチン、互いの部屋、そしてバスルーム。ありとあらゆる場所で交わっているが、中でもバスルームが一番多い気がする。

　それも、彼が故意にそうしているようだった。特に訊いたことはなかったが、美紅は実は密かに疑問に思っていた。

「お風呂ですると、美紅がよく乱れてくれるからね」

「ッ……もう……！」

　クスッと笑った彼の答えに、美紅は思わず頬を赤くする。

　熱気のせいではないのは明らかで、それをごまかすように唇を尖らせた。

　彰史は、そんな美紅をあやすように唇にくちづけ、甘ったるい笑みを零す。

「それに、避妊せずにするようになったからね」

　なるほど、と納得した美紅が小さく頷く。

　確かに、妊活を意識する前には、基本的には避妊することを心掛けていた。

　時には着けずに挿入することもあり、もちろんそれは妊娠しても構わないという前提ではあったけれど……。結婚当初に『まずは夫婦ふたりの生活を楽しむ』と決めていたため、一応は気にかけて意識的に避妊をしていたのは間違いない。

　その気遣いが不要になり、バスルームでのセックスのハードルが下がったということだったのだ。

　美紅からすれば恥ずかしさはあるものの、事後にこのまま身体を綺麗にできるのは嬉しかったりもする。だからこそ、最近はバスルームでの情交を受け入れることも多かった。

「でも、やっぱり……美紅の声が響いてすごく可愛いのが一番の理由かな」

「あんっ！」

　愉しげな声が聞こえたかと思うと、唐突に双丘の突起を摘ままれた。油断していた時に刺激されたせいで、美紅の腰が大きく跳ねる。

　濁った湯に浸かっている身体はよく見えないのに、寸分の狂いなく最初から先端を捕らえるところが器用な彰史らしい。

　彼は、そのまま可憐な蕾を引っ張り、根元をきゅうきゅうとしごいた。

　湯によって火照っていた身体が、急速に色づいていく。白い陶器のような肢体が薄桃色に染まる様は、どこかいじらしくていやらしかった。

　美紅が吐息交じりの声を漏らすと、彰史が「気持ちいいね」と耳元で囁いてくる。

　根元を摘まみ上げながら的確に捏ね、先っぽを指の腹でこすったり爪の先で引っかいたりしては、甘い痺れを与えられる。

　温まった身体は快感を鋭敏に受け取り、花粒に芯が通った。

「んっ、ァッ……ふっ」

　気持ちいいのに、早くも物足りなくなってくる。それを訴えるように腰を揺らめかせると、彼がクスリと笑った。

「もう触ってほしい？」

「ん……お願い……」

　すぐさまおねだりをすれば、「今日はおねだりが早いね」と揶揄された。

　けれど、そんなことはどうでもいいほどに早く触れてほしい。眉を寄せれば、彰史が柔和な微笑みを零した。

「仰せのままに」

　冗談めかした言葉と同時に、下肢に右手が伸びてくる。

　秘所にたどりついた指先が柔毛をそっと撫で、軽く掻き分けるようにして脆弱な花芽を探り当てた。

　さきほどと言い、やっぱり彼は器用だと思う。

　そしてなによりも、美紅の身体をよくわかっている。きっと、美紅自身よりも……。

「はぁ、んっ……ぅんッ」

　節くれだった指先が、まだ芯のない蜜粒をクルクルと回す。

　片方の手では胸の飾りを愛でられたまま、淫芽も優しく捏ねられるとたまらなくて、けれどもっと強い愉悦が欲しくなる。腰をさらに大きく揺らし、悦楽を追いかけにいった。

　彰史の指に合わせて動けば、甘切ない感覚が膨らんでいく。

　指の腹で捏ね繰り回され、下から押すように持ち上げられて……。かと思えば、指先で引っかかれたり丹念に上下にこすられたりと、絶え間ない淫悦が注入される。

　彼は右手をそのままに、左手の指を秘孔にあてがった。

「ここだけぬるぬるだ。ほら、わかる？　濡れているよ」

「んぁっ」

　まだ開いていない蜜口から、二本の指が押し入ってくる。刹那、柔襞がきゅうきゅうと轟き、歓待するように彰史の指を締めつけた。

　蜜核は絶えず嬲られ、同時に淫道をこすられる。

　内壁を掻き分け、指の腹で揉むようにして解し、丹念に引っかいて……。淫蜜を撹拌するように隘路をかき混ぜ続けられれば、そこはより柔らかくなっていった。

　下肢を重点的に責められて、蜜襞の蠢動が止まらない。

「美紅、顔が真っ赤だね。逆上せるんじゃないか」

「ふぁっ、はぁ、ッ……ああっ」

　彼の声が届かないのか、美紅は甘ったるく啼くだけ。

「このままイかせたいけど、逆上せるといけないから立とうか」

　彰史は残念そうに言うと、美紅の身体を抱き上げるようにして立たせ、浴槽の淵に腰掛けさせた。

「俺の肩を掴んでいていいからね」

　美紅の両脚を大きく広げた彼が、小さな子どもをあやすような口調で言う。ぼんやりとした思考を抱えた美紅は、頷きかけた瞬間に喉を仰け反らせた。

「ひぅっ……！」

　いきなり突起に舌を押しつけられ、その熱と刺激に身体が強張る。咄嗟に伸ばした手が濡れた髪に触れ、そのまま彼の頭を掻き抱いた。

　彰史の舌は、割れ目をなぞり、蜜口に軽く差し込んでから舐め上げて。花芯の形をかたどるように、ゆっくり丁寧にねぶる。

　次いで舌先で姫粒の根元をたどり、下から持ち上げるようにしていたぶった。

　自分の声が反響するのを聞きながら、美紅は快楽に酔いしれていく。

「あんっ……ァッ、ああっ」

　的確な愛撫に翻弄され続けていたさなか、ツンと尖った秘玉をちゅうぅっ……と吸い上げられた。

「ッ……ああぁぁっ──」

　苛烈な痺れに飲まれ、高みへと昇りつめる。熱気と快感に包まれた美紅の身体は、ビクビクと震えていた。

「可愛くイけたね」

　彰史が立ち上がり、美紅の頭を優しく撫でる。褒めそやすように唇にキスを与えられ、美紅は微かな笑みを漏らした。

　ふと、下腹部に硬いものが当たっていることに気づいて、喉をコクッと鳴らしてしまう。

「彰史さん……挿れて」

　美紅のおねだりに、彼の目が眇められた。

「あと一回くらいイかせてからにしようかと思ったけど、可愛い奥さんの頼みなら聞かないわけにはいかないか」

　まるで美紅のせいだよ、と言いたげな口調だが、彰史の顔はとても嬉しそうだった。

「美紅、立てる？」

　美紅はあえて反論はせず、ゆっくりと立ち上がった。

　脚だけ湯船に浸けたふたりの身体が密着し、下肢がぴたりとくっつく。秘裂に触れた雄芯は、下腹部に当たった時よりもずっと硬く逞しく感じた。

　彼が美紅の右脚を持ち上げる。軽くこすり合わせて蜜を纏わせた屹立が、蜜孔にグッとあてがわれた。

　そのまま丸みを帯びた先端が押しつけられ、美紅の体内をそっとこじ開けるようにゆっくりと侵入してきた。

「ぁ、んっ……はぁ、んぁっ」

　きゅうぅっ……と戦慄く柔壁をかき分け、凶暴な剛直を軽く抜き差ししながらも着実に奥へと挿ってくる。慣らすようにじっくりと、けれどどこか焦れたような速度で。

　甘苦しさに息を詰めそうになりながらも、美紅は彰史の首に腕を回してギュッと抱き着く。すると、互いの身体がより密着して、挿入を促すような形になった。

「ん、ぁっ、ああっ」

「ぅ、ッ……。全部、挿ったよ」

　視線を落とせば、空気を入れる隙間すら惜しむように結合部がぴたりと合わさっていた。

　二枚貝のように重なるそこは、最初からひとつだったのかと思うほどである。

　ふたりは互いに顔を近づけると、唇を求め合った。

　キスをしたまま、彼がゆるりと腰を動かし始める。直後、震えていた蜜襞がうねるように轟き、熱杭をおいしそうに食い締めた。

　美紅は彰史に抱き着いたまま左脚に力を込め、腰を突き出すようにしてお尻を揺らす。すると、こすれ合う下肢で雌核が刺激され、内側と外側の両方から喜悦が生み出された。

「ぅぁっ……ひぅっ、いいっ……きもちい……！」

　普段よりもゆったりとした律動なのに、今日はやけに全身が痺れる。最奥を優しく抉られるのがたまらなく気持ちよくて、それだけでもう頂にたどりついてしまいそうだった。

「俺も、今日は……あんまり持たない、かも……ッ」

　彼も同じように感じているのか、眉根を寄せて快感をこらえている。その表情を見ていると胸がときめいて、意図せずに悦楽が膨れ上がった。

　硬い胸板で押しつぶされるふたつの突起に、下肢で不規則にいたぶられる鋭敏な蜜粒。その上、充溢した滾りで蜜筒を愛でられて、あっという間に脳芯が白んでいった。

　まだこうしていたいのに、限界がすぐ傍まで迫ってくる。蜜窟の一番奥をトントンと圧迫され続け、緩やかな愉悦が募っていく。

　結合部からは淫蜜がとろとろと零れ、程なくして視界が激しく明滅した。

「あぅっ……!?　あっ、あっ……？　ひっ……やああぁぁっ──！」

　美紅が絶頂の渦の中に堕ちていたことに気づいたのは、それから数秒後のことだった。

　いつの間にか達した身体が痛いくらいに強張り、手足の指先までビリビリと痺れていた。

「ハッ……クッ、ぅ……ッ──」

　激しくうねる蜜襞が彰史の精を搾り取り、勢いよく迸った飛沫が子宮の入り口を叩いた。

　鮮明な感覚に、美紅がうっとりと瞳を緩める。彼は胴震いしながら息を吐き、情欲の最後の一滴まで押し込むように腰を打ちつけた。

　熱い雫が奥処まで届くのがわかって、美紅は唇を震わせる。艶めかしいのにあどけなくも見える表情に、彰史が劣情の名残のある視線を向ける。

　一拍置いて、彼は吸い寄せられるように美紅の唇にそっとくちづけた。
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　春の香りが漂ってきそうな日差しが降り注ぐ、二月中旬の土曜日の朝。

　美紅は、彰史とともに自宅から程近い場所にあるレディースクリニックを訪れた。

「ご懐妊されてますね」

「えっ!?」

　四十代前半くらいの男性医師の言葉に、夫婦の声がぴったりと揃う。

「おめでとうございます」

　予想外の出来事に、美紅と彼は顔を見合わせたあとで静止した。

　彰史の提案でレディースクリニックを受診すると決めたのは、半月ほど前のこと。

　月経が遅れていたこともあり、妊活のためにも一度きちんと診察を受けてみようという話に至ったのだ。

　もともと、美紅は月経周期が乱れることがあった。

　初潮からしばらくの間、就職した頃、結婚してからの数ヶ月。最近で言えば、引っ越しの頃からあまり周期が安定していなかった。

　忙しくなったり生活が変わったり、はたまた体調を崩したりすると遅れがちだったが、そのうちまた元に戻る。

　恐らく、これ自体は珍しくはないことだろう。二年に一度、子宮頸がん検診を受けているが、医師からも特に心配はないと言われていた。

　そういう事情もあったことにより、今回遅れていることについては年明け早々に風邪をひいたせいだと考えていたのだ。

　ところが、すでに新しい命が芽生えていたらしい。

　美紅は、自分と同じように驚いている彰史を見ながら言葉を失ってしまった。

（遅れてるなって思ってたけど、妊娠してたなんて……。でも、今回はすごく遅れてたんだし、もっと早く調べればよかった）

　厳密に言えば、妊娠の可能性がゼロだと思っていたわけではない。

　ただ、結婚三周年を迎えた直後、月経が遅れていたことによって妊娠したのではないかと期待したが、あえなくそれは打ち砕かれた。

　あの時は、『もしかして……』とウキウキしていた分、とてもがっかりした。彰史の前では明るく振る舞ったが、彼もそれに気づいていたように思う。

　そういうこともあって、ずっと過度に期待しないように意識していたのだ。

　検査薬を使わなかったのも、正直なところ落ち込まないためだった。ただ、そのせいで妊娠に気づくことができなかった。

「この小さな黒い点が赤ちゃんの袋、胎嚢です。ふたつありますので双子ですよ」

「双子!?」

　さらなるサプライズに、またしても美紅と彰史の声が重なる。

「はい。心拍もきちんと確認できますし、子宮や卵巣も特に腫れたりはしてないので、今のところ問題はなさそうですね」

　医師の説明を聞いているうちに、じわじわと実感が湧き上がってくる。

　胸が詰まって、瞳が潤んでいく。

　美紅が思わず彰史の手を握ると、彼は優しく微笑みながら手を握り返してくれた。

　彰史の顔つきを見れば、喜びを噛みしめているのが一目瞭然だった。

「予定日は……八月三十日頃でしょう。あくまでも予定ですし、双子ですから早産のリスクは通常よりも高く、今後の経過によっては帝王切開になる場合もあります」

　診察が終わってからは助産師から色々な説明を受け、寄り添い合うようにクリニックを後にした。




「なんだかまだ信じられないよ」

　美紅は帰宅後すぐにソファーに座り、自身のお腹を見つめながらそっと撫でた。

　まだ膨らんですらいないそこは、いつも通りなんの変哲もない。つわりの予兆すらなく、月経が遅れていること以外は異常もなかったため、半信半疑ですらある。

「俺も同じ気持ちだよ。でも、病院で診てもらったし、間違いないだろうね」

　彰史がノンカフェインのハーブティーが入ったマグカップをローテーブルに置き、美紅の隣に腰を下ろした。美紅が「ありがとう」と告げ、湯気の漂うマグカップに口をつける。

「それに、ほら、エコー写真もあるんだし」

　彼が手に取った写真を、ふたりで仲良く見つめた。

　ドラマや漫画で目にしたことがあるような、ぼんやりとした白い靄に似たものに包まれた黒いふたつの丸。

　実感がまったくなくても、それが新たな命であることは間違いないのだ。

「うん、そうだね」

　美紅は頷きながら、未来のことを考えて少しだけ不安になる。

　なんといっても、初めての妊娠。しかも、双子である。

　一気に訪れた幸せは、これから幸福感とともに色々な悩みももたらすだろう。

「でも、まだつわりも始まってないし……やっぱりピンと来ないかも」

　今の時期であれば、もうつわりが始まっていてもおかしくはないと説明された。

　美紅の母はつわりがひどく、妊娠六週ですでに嘔吐していたと聞いたことがあるが、美紅はその時期をとっくに過ぎている。

　にもかかわらず、吐き気すら感じたことはない。風邪をひいた時ですら、熱こそ高かったものの気持ち悪くはなかった。

　もちろん、個人差はあるだろうし、中にはほとんどつわりがない人もいるとは聞く。

　そんなことを考えながら、ふと一ヶ月ほど前のことを思い出した。

「もしかして、体調を崩してからやけにモヤモヤしてたのって、妊娠してたからかな？」

「え？」

「ほら……私、ずっと拗ねたような態度を取っちゃってたでしょ？　今思えば、どうしてあんな風になったのか不思議でたまらないんだよね」

　体調が悪かったせいでマイナス思考になって負の連鎖が起こった……と結論づけていたが、それにしても何日も引きずるような話ではなかった。

　美紅の性格上、解決したことにこだわるのも、らしくはない。

「まぁ、本当に体調が悪かったせいかもしれないけど……」

「どうだろうね。ただ、妊娠中はナーバスになりやすいとは聞くし、ないとは言い切れないかもしれないね」

　美紅が同意するように頷けば、彰史が柔和な笑みを浮かべた。

　その表情を見て、改めて思う。こんなに優しい人にどうしてあんな態度を取ってしまったのか……と。

　あの時の彼への態度を思い返せば、反省の念しか出てこない。

「彰史さん……本当にごめんね」

「前にも言ったけど、俺は気にしていないんだからもう謝らなくていいよ」

　彰史の手が、美紅の頭をポンポンと撫でる。

「それに、ああやって素直にマイナスの感情をぶつけてくれるようになったのは、俺たちの関係性が深くなった証だと思っているんだ。ほら、結婚したばかりの頃は、お互いの気持ちを素直に言えなくて、美紅が実家に帰ったりもしただろう？」

「そういえばそうだったね」

　美紅が勝手に拗ねて実家に帰ったのも、今では可愛い笑い話だ。当時のことを思い出すたび、実家に帰るようなことではなかったと感じるが、あの時はあれが精一杯だった。

　そう考えると、彼と過ごしてきた日々で関係性を深め、夫婦の絆をしっかりと築き上げてきたと言えるだろう。

「なんにせよ、これからは今まで以上に無理はしないで。家事はしなくてもいいし、仕事も気をつけてね。立ち仕事だし、動き回る日が多いみたいだから」

「うん、そうだよね。つわりが始まったらどうなるかわからないし、店長にだけは早めに報告しておこうかな」

「ああ、その方がいい。店として新しい人員を確保しなきゃいけないかもしれないし、なによりも美紅の身になにかあったら大変だ」

　彼の言葉に、うんうんと相槌を打つ。

　よく『もう自分ひとりの身体じゃないのだから』なんてセリフを耳にするが、美紅の身体には一気にふたつの命が宿っている。

　美紅と合わせて三人分。言うまでもなく、今後は様々な負担があるだろう。

「とにかく、困ったことや不安はひとりで抱え込まないようにね。俺はなにもできないかもしれないけど、できることはなんでもするから」

「ありがとう。あ、でも、あんまり甘やかしちゃだめだよ？　それでなくても、彰史さんは優しいんだから。つわりがどうなるかわからないけど、家事だってできる限りするからね」

「そんなわけにはいかない。美紅のお腹の中にいるのは俺たちふたりの子どもだし、俺はこれから美紅とその子たちを守っていかなければいけないんだから」

「でも……」

　早くも美紅を甘やかす彰史の姿が想像でき、美紅は苦笑を零す。

「言っておくけど、これは義務感や責任感だけで言っているわけじゃない」

「え？」

　すると、彼が穏やかに微笑み、美紅が小首を傾げた。

「そういうのはもちろんあるけど、一番は美紅を愛しているからだ」

　真っ直ぐに見つめられ、胸の奥が高鳴る。

「なによりも、大事な妻を守るのも、その妻のお腹の中で育っていく命を守るのも、当たり前のことだからね」

「彰史さん……」

　上辺だけではない真摯な言葉に、なんだか泣きそうになってしまう。

　やっぱり、彰史は素敵な旦那様である。

「うん、ありがとう。私もこの子たちを守れるように頑張るね」

「ああ。大変なこともあるかもしれないが、ふたりで頑張っていこう」

　深く頷き合い、キスを交わす。触れるだけのくちづけなのに、自然と笑顔になっていた。

「そういえば、男の子と女の子、どっちだと思う？」

「うーん……どうかな」

「女の子なら、可愛い服をたくさん着せたいなぁ。男の子だったら、ヤンチャになっちゃうかな？　双子だし、私たち今から体力をつけておいた方がいいかも」

　ふふっと笑う美紅は、とても幸せそうだった。

「俺は美紅似の女の子がいいな。美紅とふたりの子どもに囲まれたら、あまりにも可愛過ぎて会社に行くのが嫌になりそうだけど」

「それなら、私は彰史さんに似た男の子がいいな。大きくなってみんなで出掛けたら、目立っちゃいそうだけど」

　彰史に似た男の子だったら、彼の成長を見るような気持ちにもなるかもしれないな、と思いを馳せて頬が緩んでしまう。

「でも、性別はどっちでもいいかな」

「ああ、そうだね。一番は、母子ともに健康でいてくれるのがいい」

「うん」

　今はふたりきりの家だが、夏には一気にふたりも増えるため、とても賑やかになるだろう。

「名前も考えなきゃ」

「ネットで調べてみようか。月曜日に本屋に寄って名付けの本を探してくるよ」

　どうやら、美紅が想像する以上に彰史も喜んでいるようだ。スマホを片手に検索を始めた彼の横顔を見つめながら、穏やかで優しい幸福感で満たされていく。

「ねぇ、彰史さん」

「ん？」

「子どもが生まれても、今まで通り毎日キスしようね？」

　美紅を見た彰史が、ふっと瞳を緩める。

　彼は、美紅の下腹部にそっと触れながら、もう片方の手を美紅の頬に添えた。

「当たり前だろう。なんなら、今まで以上にしようか？」

　当然とばかりに微笑む彰史に、ふふっと笑ってしまう。

　その言葉を誓うがごとく唇を重ねたふたりは、窓から差し込む穏やかな日差しの中で微笑み合った。







エピローグ








　冬の気配が和らいで春の香りが濃くなり始めた、三月中旬。

　寒かった日々が嘘のように、穏やかな気温が続いていた。今年は暖冬だったらしいが、それでも春の訪れによっていっそう暖かくなり、一気に過ごしやすくなった。

　そんなうららかな土曜日の午後、ベッドで横になる美紅の傍で彰史は眉を下げた。

「美紅、水分は取れる？　少しでも飲んだ方がいいよ」

「今は無理、かも……」

　妊娠が発覚してから二週間ほどが過ぎた頃、唐突に美紅のつわりが始まった。

　それまでは食欲もあり、家事も仕事も普通にできていたのに……。数日も経たずして日に何度も嘔吐するようになり、食事どころか水分もあまり受け付けなくなった。

　ここ数日は、今日のように寝込む日が続いている。

　もちろん仕事なんて行けるはずがなく、『しばらく休んでいいよ』という店長の言葉に甘えさせてもらうことにした。

　彼女の様子を見ていれば、間違いなくそれが正解だと言えるだろう。

「だめ……。吐く……」

　口元を押さえた美紅が顔を歪める。

「ここで吐いていいよ」

　そう告げても、彼女は首を横に振って起き上がる。

　身体を引きずるようにして歩き出す姿に寄り添うように、彰史は一階にあるトイレに付き添った。

「彰史さん……いいよ……」

　美紅は嘔吐するところを見られたくないのだろう。

　けれど、胃の中のものをすべて吐き出した挙句、胃液まで吐いている。そんな妻の姿を見て、放っておけるわけがない。

　背中をさすってあげることくらいしかできないが、彼女の傍を離れなかった。

「どうする？　ベッドに戻る？」

「うん……」

　洗面所まで抱き上げて連れて行き、口を漱ぐのを待ってから再び美紅の身体を抱く。

　普段の彼女なら、『大丈夫だから』とでも言って自分で歩いただろう。

　しかし、彰史の行動を拒絶することもなく大人しくしているところを見れば、美紅の抱えるつらさがより顕著に見えた。

　今日は土曜日のため、彰史が家事を担い、彼女には横になっているように告げたが、自分がいない時にはどうしているのだろうと心配でたまらなくなる。

　ひどい時には、一時間近くトイレにこもりっ放しのこともあるのだとか。

　それを知ってからは、仕事中も美紅のことが気になって仕方がなかった。

　双方の両親にはすでに伝えてあるため、彼女の母親が頻繁に様子を見に来てくれているが、それでも毎日というわけにはいかない。

　彰史自身もできるだけ定時に退勤しているものの、どうしたって美紅がひとりになる時間はできてしまう。その間に倒れたりするんじゃないかと、不安でたまらなかった。

　母親が怪我や病気に見舞われた子どもを看病しながら『できることなら代わってあげたい』などと言うことがあるが、今の彰史はまさにそんな気持ちだった。

　妊娠も出産も代われないが、せめてつわりのつらさくらいはすべて自分に降りかかればいいのに……なんて考えたことはもう一度や二度ではない。

　こんなことを思ってもなにも変わらないが、昼夜問わずトイレや洗面所で苦しむ彼女を見ていると、胸が痛んで仕方がなかった。

（こういう時、男は本当になにもできないんだな……）

　休日であっても、こうして傍にいることしかできないのが歯がゆくて苦しい。

　けれど、美紅はその何倍も何十倍も苦しんでいる。そう思うと、自分が不安を見せたり弱音を吐いたりするわけにはいかなかった。

「美紅、なにか食べられそうなものがあったら言ってね。今は考えなくていいけど、思いついたらすぐに教えて」

　数種類のフルーツ、スイーツ、アイスにジュース。彼女の好物を筆頭に、スポーツドリンクや妊婦におすすめだというハーブティーなど、思いつくものはなんでも用意してある。

　おかゆや雑炊、うどんだっていつでも作れる。ヨーグルトやゼリーも、色々な種類を買ってきた。

　ただ、どれも美紅の食欲には繋がらないようで、彼女は口にしようとしない。

　美紅の母親も美紅の好物を作って持参してくれたが、一口か二口ほど食べるとえずいてしまい、結局は嘔吐していた。

　水を飲むだけでも吐いてしまうため、食事まで摂る気力がないのだろう。

　主治医に相談すると、『このままの状態が続くようなら点滴を打つことになる』と言われたが、それで美紅が少しでもラクになるのなら今すぐにでも処置してほしいくらいだ。

　ようやくベッドで眠りに就いた彼女を見つめていると、無意識にため息が漏れる。

　彰史の心の中には、とにかく母子ともに無事であってくれ……という思いしかなかった──。




　三月も終わる頃、彰史は美紅とともにレディースクリニックを訪れた。

　もともとは検診だったが、つわりによる脱水症状がひどいと診断され、点滴を打ってもらうことになったのだ。

　午後から半休をねじ込み、ぐったりする彼女を車でクリニックに連れてくるまでは心配と不安でいっぱいだったものの、ひとまずホッとした。

「彰史さん、ちょっと外の空気が吸いたい」

　帰りの車内で、美紅が突然そんなことを口にした。ずっと青白かった彼女の顔色には血色が、そして表情には微笑が戻っている。

「俺は構わないが、大丈夫か？」

「うん。ずっと引きこもってたから、鬱々しちゃって……」

「じゃあ、少し公園にでも寄ろうか。ちょうど桜が見頃だし」

　本音を言えば、今すぐにでも帰宅してゆっくり休んでほしい。

　ただ、ずっと家の中でつわりと戦い続け、引きこもり生活と体調不良で余計に気分が沈んでいたのも知っているため、今日くらいはささやかな願いを叶えてあげたかった。

　都が管理する大きな運動公園の駐車場に車を停め、美紅の手を取ってゆっくりと歩く。

　ピンクの花びらで身を包む桜の木は、ちょうど満開を迎えていた。

　平日の昼間だからか、園内はそこまで人が多くなく歩きやすい。人混みだと、美紅はまた気分が悪くなるのではないかと心配だったが、懸念事項がひとつ減って密かに安堵した。

「綺麗だね」

　彼女に相槌を打つように、しみじみとした気持ちで「ああ」と頷く。

　堂々とした風貌の桜の木も、青空と淡いピンクのコントラストも、空から舞い散るような花びらも、日本の春ならではもの。

　鮮やかで明媚な光景に、思わずふたりで笑みを零していた。

「あ、屋台もあるんだね」

「本当だ。なにか食べる？」

　今日も、美紅は朝からろくに食べていない。数日前には珍しく食欲があったようだが、それもひとときのことだった。

　胎児はきちんと育っていると言われたものの、彼女の体重は増えるどころか減っていた。

「うーん……でも、買っても食べられないかもしれないし」

　拒絶しない美紅の様子から、普段と違うと感じる。

『いらない』と言わないところを見ると、少しくらいは食べられそうなのかもしれない。

「だったら、俺が食べるからいいよ。リクエストがないなら適当に買ってくるから、美紅はここで待っていて」

　すぐ近くのベンチに彼女を座らせ、先に自動販売機で飲み物を買ってから屋台に並ぶ。

　ベビーカステラ、いちごが三粒刺さったフルーツ飴、たこ焼き、焼きそば。なにが食べられるかはわからないが、どれかひとつでも口にできればそれでいい。

　両手で買ったものを持って周囲を見回した時、とある屋台が目に入った。

（……眉唾かもしれないが、買ってみるか）

　さらにもうひとつ購入し、急いで美紅のもとに戻った。

「えっと……たくさん買ったね」

　彼女は苦笑しつつも、彰史の意図を読み取っているようだった。

「ちょうどおやつの時間帯だし、俺も少しお腹が空いているんだ」

　お茶とミネラルウォーターを見せれば、美紅が迷わず後者を選ぶ。

　ベンチに腰掛けて、ふたりの間に買ったものを並べると、彼女は「ビュッフェみたいだね」と笑った。久しぶりに楽しそうな顔を見せてくれ、言いようのない安堵感に包まれる。

「どれがいい？　美紅の好きなものを選んだつもりだけど、他にも色々あったよ」

　美紅が「うーん……」と迷うような素振りをしながら手に取ったのは、最後に購入したフライドポテトが入った紙コップだった。

「なんか……これなら食べられそう」

　細い指でポテトを摘まみ、恐る恐るといった様子でそれを口元に運ぶ。パクッと食べた直後、彼女が目を見開いた。

「おいしい……！　っていうか、食べられる……！」

　まさか揚げ物を受け付けると思わなかったらしく、美紅は驚きと喜びをない交ぜにしたような顔で彰史を見た。

「どうしてだろう？　揚げ物なんて、想像だけで無理だと思ってたのに……」

「俺も半信半疑だったが、本当だったんだな」

「え？」

「実は、ずっとつわりでも食べられそうなものを調べていたんだ。その筆頭にファーストフードのフライドポテトが挙がっていたんだが、美紅の状態を見ていると正直提案するのも憚られて言えなかった」

　ポテトをもう一本食べた彼女が、目から鱗と言わんばかりに目を瞬かせている。

「でも、上司が『妻もポテトだけは食べられた』って言っていたから、買ってみようと思ったんだ。それに、今の美紅ならなんとなく食べられるんじゃないかと感じたし」

「食べられるどころか、すごくおいしく感じるよ。点滴のおかげかもしれないけど、なにを食べてもつらかったのが嘘みたい！」

「よかった。もっと食べたければまた買ってくるから、全部食べていいよ」

「うん！」

　美紅は嬉しそうに笑い、ポテトをパクパクと食べた。

　あっという間に完食し、その勢いとばかりにたこ焼きも二個食べ、ベビーカステラも三つ口にした。決して多いとは言えないが、ここ最近の彼女からすればよく食べた方だ。

　点滴の効果かもしれないし、春の陽気や綺麗な桜、花見特有の雰囲気がそうさせたのかもしれない。

　ただ、今は理由なんてなんでもよかった。美紅が食べ物を口にできたという事実が、心底嬉しかったから。

「あのね、彰史さん」

　呼びかけに応えるように左隣を見れば、彼女がどこか申し訳なさそうにしていた。

「ずっと心配かけてごめんね。つわりはどうしようもないことだけど、私がこんな風だから彰史さんも不安だよね」

「そんなこと──」

「ううん、本当はすごく気にしてくれてるでしょ。でも、そういう態度や不安を見せると私が気にしちゃうから、彰史さんはできるだけいつも通りでいてくれてるんだよね」

　すべてを見透かされていたことが、嬉しいようで情けない。

　けれど、妻として自分のことをよく見て、そして理解してくれているのだと思うと、心を包むのは喜びの方が大きかった。

「俺の方こそ、なにもできなくてすまない……。美紅が苦しそうでも背中をさすることしかできないし、食べられるものも用意してあげられない。妊娠も出産もつわりも代われないから、せめてなにか美紅の役に立つことをしたいとは思っているんだが……」

　眉を下げれば、美紅が柔らかな笑みを浮かべる。

「そんな風に言わないで。彰史さんは充分過ぎるくらい色々してくれてるよ。家事もそうだけど、私がまともに食べれないってわかってても、少しでも口にできるものがないか考えて買い物してくれてる。食べ物も飲み物も、私の好きなものばかり揃えてくれてるよね」

「俺にはそれくらいしかできないからね」

　自嘲する彰史に、彼女が首を大きく横に振った。

「それだけじゃないよ。夜中に私が吐くたびにトイレまで付き添ってくれるし、そのあとは私が眠るまで背中をさすってくれるよね。次の日が仕事でも、どんなに寝不足でも、私が起きると必ず彰史さんも起きてくれるでしょ？」

「そんなの、たいしたことじゃない」

「ううん、そんなことないよ。正直に言うとね、そのたびに申し訳ないなって思うけど、本当はすごく心強いし嬉しいんだ」

　美紅が彰史の手をギュッと握り、真っ直ぐに見つめてくる。

「だから、ありがとう」

「俺の方こそ、ありがとう。お腹の中で俺たちの子どもを育ててくれて」

「ふふっ！　そのお礼の言い方、なんだかちょっと変だよ」

「そうだね」

　彼女の思いが嬉しくて、同時に自分自身がつらい中でも彰史を思いやってくれていた優しさに胸が締めつけられる。

「あとね、これだけは知っててほしいんだけど」

　それを隠して微笑めば、美紅が瞳をたわませた。

「つわりはすごくつらいし、本音を言えば心が折れそうになる時もあるよ」

「うん……」

「でも、赤ちゃんが成長してる証だって思うと、私はまだまだ頑張れる。だから、あんまり心配しないでね」

「美紅……」

　力強い瞳には、すでに母性が滲んでいた。

　新しい命がまだこの世に生まれていなくても、人の姿かたちをしていなくても、彼女の中にはもう母親の自覚と強さが芽生えているのだと思い知らされる。

　出会った頃にはあどけない少女だったのに、今や自分よりもずっと強いのではないだろうか……と彰史は感じた。

（やっぱり敵わないな）

　内心アタフタおろおろするばかりだった彰史に反し、美紅はこの短期間でも少しずつ強くなり、あれだけつらそうにしていたにもかかわらず前向きに受け入れている。

　そんな彼女を尊敬し、そしてまた恋に堕ちた気がした。

　薄桃色の花が舞う季節の中で微笑む妻は、満開の桜よりもずっと美しい。まばゆいほどの笑顔を向けられて、胸の奥が大きく高鳴った。

「そろそろ行こっか」

「ああ、そうだね」

　美紅と手を繋ぎ、花びらが降る桜並木を歩いていく。左隣で肩を並べる彼女は、桜を見ながら幸福感を滲ませていた。

　春が過ぎて夏が来れば、一気に家族がふたりも増える。

　妊娠がわかった時から嬉しくて楽しみで仕方がなかったが、美紅とふたりきりで過ごせるのもあとわずかだと思うと物寂しくも感じた。

　だからこそ、今この瞬間のささやかな幸せも大事にしよう。

　そう思いながら美紅を見れば、舞い落ちてくる桜の花びらの中にいる彼女が穏やかに微笑んだ──。





ＥＮＤ









あとがき








　このたびは、『三嶋夫妻はもっと淫らに愛し合いたい～隠せぬ愛執、誘惑の蜜情～』をお読みくださり、本当にありがとうございます。桜さくら月づき海み羽うです。

　おかげさまで、また『三嶋夫妻』を書かせていただけることになり、美紅と彰史の物語も五巻目となりました。前作の時と同様に、五巻なんて……！　と私が一番驚いています。

　初期の頃よりも成長している（はずの）ふたりですが、今回は妊娠について触れました。

　五巻ともなれば時間も随分と経ったわけで、せっかくなら夫婦だけじゃない物語も書きたくなったのはもちろん、読者様にも新たな形をお届けしたいなと思ったのです。

　さらには、サブキャラたちとの関係性もより深まり、恋愛トークばかりだった女子会も妊活やキャリアの話へ。深くは触れませんでしたが、このあたりの変化も意識しました。

　また、ここで突然お知らせさせていただきますが、『三嶋夫妻』は六巻の刊行が決定しております！　重複しますが、きっと誰よりも私が一番驚いています。

　現在、鋭意執筆中です。そして、次回がいよいよ最終巻になります。

　ですので、子どもの性別がどうなるのか……なども含め、あともう少しだけ美紅と彰史の物語を見守っていただけましたら嬉しいです。

　今作でも甘さをパワーアップさせたつもりですが、六巻でも三嶋夫妻らしく甘々に、それでいて夫婦・家族としての幸せな結末にたどりつけるようにしたいと思っています。

　最後になりましたが、今作でもご指南くださいました担当様、素敵なご縁をくださった濃蜜ラブルージュ様、この作品に携わってくださった方々、本当にありがとうございます。

　前作までに続いてイラストを担当してくださいました、ｒｅｒａ先生。しっとりと甘く、その上で夫婦として絆が深まったことを感じられるふたりを見て、感動しておりました。ご多忙の中、毎回素敵なイラストを描いてくださり、心よりお礼申し上げます。

　そしてなによりも、いつも応援してくださっている皆様と今これを読んでくださっているあなたに、精一杯の感謝の気持ちを込めて。本当にありがとうございます。

　またどこかでお会いできることを祈って、今後とも精進してまいります。

　図々しいお願いではありますが、ぜひ最終巻でもお目にかかれましたら幸いです。
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本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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